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序章　預言者の迷い










　ファウストは闇やみの中にいた。

　真っ暗な部へ屋やだ。光はまるで入ってこない。

　その闇の中で、ファウストはじっと虚こ空くうを見つめていた。

「…………」

　顔に表れている感情は〝迷い〟そして〝焦あせり〟。

　ファウストは虚空を見つめ、座すわったまま身動き一つしない。瞬まばたきすらも見せなかった。

「ローレライ……」

　不ふ意いにファウストがつぶやいた。その名を。

　そのときのファウストの表情はやはり〝迷い〟。

「おまえの言うとおりにすればよかったというのか……？」

　ファウストの表情が険けわしくなる。

　直後、カッと目を見開いたファウストは、声にならない声をあげていた。

　曰いわく、違ちがう！──

「私たちは……間ま違ちがっていない……」

　〝私たち〟──それは歴代のファウストすべてを表している。三〇〇年にわたる想おもいを彼の代で否定するわけにはいかない。

　初代から脈みやく々みやくと続くファウストはすべて自分のように悩なやんだのだろうか!?　いや、悩んだはずだ──

　この部屋にいるファウストは、ゲルマニア国民の前で見せる絶対的な完成者ではなかった。悩み、迷っている。

　その迷いとはいったいなんなのか!?

「このテラツーの運命を……人類の行く末を担になうのはこの私だ！」

　ファウストは初めて力強く叫さけんだ。

　自分に言い聞かせるかのように。

「ローレライ！　あなたのやり方ではだめなのだ！」

　ファウストはいつの間にか拳こぶしを握にぎりしめていた。

　普ふ段だん、滅めつ多たに見せることのない熱い感情がファウストの顔を覆おおっている。

　一人の人間がそこにいた。
















第一章　秋だ、祭りだ、台風だ!?













　　　　１




　チチチチ……




　テラツースズメの鳴き声が聞こえてくる。

　今日も外は晴れているようだった。

「わーっ、ジャポネス晴れだよ、小お樽たるクン！」

　障しよう子じを開けた花はな形がたの声が響ひびく。

　だが──

「はぁ……」

　差し込んできたまぶしい光にも小樽は反はん応のうしなかった。ただボケッと壁かべにもたれかかって座すわっているだけだ。

　小樽たちはジャポネスに戻もどってきていた。

　あの西安シーアンでの出来事からすでに一週間。

　この間中、小樽はこんな調子だった。

　セイバーマリオネットたちはすでにアルバイトに出かけたり、買い物に出かけたりとだれもいない。

　家にいるのは小樽と花形だけだ。

「小樽クゥン！」

　スリスリと花形がすり寄るが、これにも小樽は反応しない。いつもだったら強きよう烈れつなパンチの一発も出てよさそうなものだが……。

「う～む、なにか物足りないな。小樽クンとボクのもっと濃のう厚こうななにかが！　ああっ、わかった！　それは愛だよ！　愛！　ボクと小樽クンの真の愛の表現が足りないんだ！　いや、別に殴なぐられたいと言ってるわけじゃないんだけど！　いつもいつもボクが小樽クンから鉄てつ拳けんをふるわれるのは、あれは間ま違ちがいなく愛の表現！　今日に限って、それがない！……ということは、ボクは小樽クンに飽あきられた……わけじゃなく、きっと小樽クンは新たな愛の表現を探しているんだね！　よしっ、わかった！　小樽クン！　今度はボクのほうから！　今こそ、このボクの愛の表現を受け止めてくれ！　それは真実の愛！　さ、小樽クン、いざっ！」

　一方的に長々と喋しやべると、花形はいきなりシャツをはだけて、上半身をあらわにした。

「小樽クン！　このボクの胸むねの感かん触しよくを～～～っ！」

「気持ち悪いんだよ、おまえは！」




　ドゴォォォォォォォォッ！




　さすがにここまでやればいくらなんでも小樽も気づく。

　花形は見み事ごとに鼻血を出して、吹ふっ飛んだ。

「ああ……いつもの小樽クンだぁ……ガクッ」

　バカはほっといて。

　だが、花形をＫＯした後、小樽はまたも座り込んで、考え込む顔つきとなった。

　小樽が気にかけていたこと──それは、あの西安での歓かん迎げい会かいが終わり、ふたたび地下に戻ったとき、ホスト・ローレライから聞かされたことだった。




〈少女の心を……人間の女の心を育てていくしかない。それが女性復活のためになる〉




「心を育てる？　改めて考えてみるとやっぱ悩んじまうよなぁ……」

　窓から差し込んでくる陽ひの光を浴あびたまま、小樽はヒザを抱かかえて、ずっと座り込んでいた。

　そんな小樽を障しよう子じの陰かげから見つめる姿があった。

　ティーゲルだった。




　　　　２




　ティーゲルにとってもホスト・ローレライの言葉は衝しよう撃げき的てきなものだった。

（ファウスト様はあたしたちではなく、他のなにかを選んだ……）

　小樽のもとにやっかいになり、小樽に恋こい心ごころを持つようになったといっても、まだファウストへの想おもいが完全になくなったわけではない。

　心の奥おく底そこに「もしかしたら……」という気持ちを抱いだいていたのは事実だ。

　ホスト・ローレライの言葉はそれを見事に砕くだいてくれた。

（自分たちは必要ない……）

　ファウストも女性復活を狙ねらっていた。だが、女性復活のためにティーゲルたちの乙女おとめ回かい路ろを育てるより、別のなにかを選んだ。自分たちは完全に彼にとって用無しだという事実。

「ふぅ……」

　口にこそ出さなかったが、ルクスもパンターも完全に気落ちした様よう子すだった。

　慰なぐさめは小樽にしかなかった。

　その小樽も悩なやんでいる。

　女性復活──テラツーすべての希望を一人で背負ってしまっているのだ。

（こういうときこそあたしが……）

　そう思って、部屋の中に入ろうとしたときだった。




　ガラッ！




「小樽、ただいま！」

「マスター、ただ今戻もどりましたわ」

　玄げん関かんを勢いよく開けて、ライムとチェリーが飛び込んできた。

　ふたりは買い物に行っていたらしい。手には八や百お屋ややらスーパーやらの袋ふくろをたくさん持っている。

　そのライムの横顔を見たとき、ティーゲルの動きは止まってしまったのだ。




　ドキッ！
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　顔を真まっ赤かにして、ティーゲルは慌あわてて障子の奥に隠かくれた。

（なんだ？　どうしたというんだ、あたしは？）

　そうなのだ。あの、西安への旅行以来、ティーゲルは少し変だった。ライムの姿を見ると、妙みようにドキドキして、顔を赤らめてしまうのだ。まるで恋でもしたかのように。

（なにをバカな……）

　ライムは小樽の前でスーパーの袋を揺ゆらして言った。

「へへっ、今からボク、料理を作るんだよ！　チェリーに習うんだ！」

「ライムが料理!?」

　一いつ瞬しゆん、悩みを忘れさせるほどの驚おどろきが小樽を襲おそう。

「ライムったら、マスターに料理を作るってきかないんですの！　もう、料理だったらあたしにまかせておいてくれればいいのに！」

「ボクもたまには小樽に料理を作りたいんだもん！　小樽にボクの作ったご飯を食べてもらいたいんだもん！」

　ライムがぷうとふくれて叫さけぶ。

　その横顔を見たとき、小樽は心の中のなにかが氷ひよう解かいしていく感覚を味わっていた。

（ライム……）

　別に悩むことじゃない──

　ライムの心はこんなに成長している。そして、心を成長させているのは小樽への愛だ。小樽を想う気持ちだ。

　なんのことはない。それでいいのだ。

　自然体で、恋をしていればいい。愛を持っていればいい。小樽を想う気持ちがライムを成長させ、ライムに応こたえる気持ちがさらにふたりの愛を深める。

　心の成長。乙女回路の成長──ホスト・ローレライの言ったのはこれだったのだ。

　小樽が悩んでいる間もライムはちゃんとそのことを実じつ践せんしていた。

「はは……まいったぜ」

　思わず小樽の顔から笑えみがこぼれる。

　スッと手がライムの頭を撫なでた。

「えっ？」

「ライム、ありがとな」

「あは……えへへ……わーい、小樽に頭、撫でられちゃった！」

「あっ、ズルイ！　マスター、マスター、あたしも撫でて、撫でて！」

「ボクももっと、もっと、小樽！」

「あ、おい、こらっ、おめえら……」

　二人の突とつ進しんを受けて、小樽はその場にひっくり返った。

　ひっくり返りながら、小樽はさらに笑っていた。

（幸せっていうのは、こういうことなんだな……）

　もう一人、そっとそれを見て感動していたのはティーゲルだ。

（ライム……無む邪じや気きさが小樽の気持ちを楽にさせた。まったく、なんて娘こなの……）

　愛いとしげにライムを見る。

　にっこりと微笑ほほえんだライムの顔が、どうしようもなく輝かがやいて見えた。

　そして、その瞬しゆん間かん──




　ドキッ、ドキッ、ドキッ、ドキッ……




（ち、ちょっと！　なんなの、なんだっていうの？）

　ティーゲルの乙女回路は激はげしく脈みやく打うち始めた。

（こ、これって……まさか……）

　認みとめたくないが、認めるしかないのか？

　ライムを見て、乙女回路が激しく高鳴る。

（あたしはライムに恋した？）

　ティーゲルの脳のう裏りでデータベースがある言葉をひねり出した。




『レズビアン』




（わぁーっ、そんなぁ……！）

　あの沈ちん着ちやく冷れい静せいなティーゲルがどうしようもなく取り乱していた。

（頭を冷ひやさなければ！　頭を！）

　そのまま裏口からティーゲルは飛び出していく。

　炊すい事じ場ばの横にあった井い戸どに、なんと頭から突つっ込んだ。




　ジャバァァァァァァァァァァァン！




　普ふ通つうの人間なら、間ま違ちがいなく身み投なげだ。

　けれどそこはセイバーマリオネット。傷一つつかない。




　ガボッ、ガボッ、ガボ……




　井戸の水の中に頭を突っ込んだまま、それでもティーゲルは赤い顔をしていた。気にかけないでおこうと意識すればするほどライムの顔が脳裏を占しめてしまうのだ。

（冷やすんだ、冷やすんだ！　頭を！）




　　　　３




「フフフ～ン……」

　台所からライムの鼻歌が響ひびいてくる。

　ライムとチェリーが食事の準備をしてくれているのだ。

　待つ小樽としては最高に幸せな時間。

「ん……？」

　ふとスーパーの袋に入っていたチラシが目に飛び込んでくる。

　そこにはこう書かれている。

『ジャポネス秋祭りセール』




　ガガァァァァァァァァァァン！




　その文字を目にした瞬間、小樽の顔はこれ以上ないほどの衝しよう撃げきを受けた表情となった。そう、それはさっきまでの女性復活の悩みすらも上回るほどの衝撃！

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽の声に驚おどろいて、チェリーとライムが台所から顔を出す。

　ちょうどアルバイトから帰ってきたブラッドベリー、パンター、ルクスも。ようやく井戸から這はい出してきたティーゲルも。気絶から立ち直った花形も。

　全員が驚いて、小樽を取り囲んだ。

「小樽、どうしたの!?」

「マスター、なにかあったんですか？」

「小樽！」

「小樽様、しっかり！」

「小樽……？」

「小樽！」

「小樽クゥ～ン！」

　七つの声の前で、小樽はしばらくの間、愕がく然ぜんとした表情のまま動かなかった。

「…………」

　やがてゆっくりと顔を上げる。

　全員がハッと息を飲む。

　小樽の目の奥おくでなにかの炎ほのおが燃え上がっていた。

「祭りだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　いきなり小樽が叫さけんだ。

「いっ？」

　七人は目が点。

　そうなのだ。実はジャポネスッ子にとっては祭りは命よりも大たい切せつ。そして、小樽はその祭りのことをすっかり忘れていた──というわけだったのだ。

「あのね……」

「やべえ！　今日は何日だ？　祭りはいつでぇい？」

「えっと……お祭りなら三日後だよ」

「ぬわぁぁぁぁぁぁぁぁにっ！」

　小樽はそのまま奥の部へ屋やに飛び込んで、押おし入れの中を引っかき回し始めた。

「へ……？」

　呆ぼう然ぜんと見つめる七人の前に、次に小樽が現れたときには、いなせな法被姿はつびすがたとなっていた。

「おう、ちょっと行ってくらぁ！」

「行ってくるって、お祭りはまだ……」

「バカヤロー！　三日前なんざ祭りのうちでぇい！　準備だってあんのよ！　じゃあな！」

　そのまま小樽は猛もう然ぜんと外に飛び出していった。

　啞あ然ぜん、呆然の七人の中で、花形がボツリとつぶやいた。

「そういやぁ、小樽クン、祭りとなると人が変わっちゃうからなぁ……」

「ねえねえ、ジャポネスのお祭りってそんなにすごいの？」

「あ、ああ……喧けん嘩か御み輿こしって言って、各町内の御輿がぶつかり合うんだよ。ケガ人続出、時には死人まで出るほどだからなぁ……」

「ええっ!?」

　心配顔になったのはチェリーとルクス。反対におもしろそうだとばかり、興きよう味み津しん々しんの表情になったのはライム、ブラッドベリー、パンターだった。

「ボクもお祭りするっ！」

「小樽と一いつ緒しよに暴れ回ってやろうぜ！」

「へんっ。そういうことなら、このオレの出番だな！」

　一人反応の鈍にぶかったティーゲルに向かって、ライムが言った。

「ね、ティーゲル、楽しみだよね！」

「えっ？　ええっ？」

　ライムがじっとその無む垢くな笑えみをティーゲルに向けている。




　ドキンッ！




　ティーゲルの乙女回路がまたも激しく脈打った。

「えっと……あ……その……！」

　ティーゲルの顔は真まっ赤かになり、頭から湯ゆ気げが出んばかりだった。

「あはは、ティーゲル、顔がトマトみたい」

　ライムのちゃかしはティーゲルの気持ちをますます追い込んでいく。

（あ、あたしは……!?）

　他の者がなにごとかとそちらを向こうとしたときだ。

「みんな、ちょっとこれ見て！」

　チェリーの声がティーゲルの醜しゆう態たいを公おおやけにするのをかろうじて防ふせいだ。

　全員、チェリーのほうを向く。

　チェリーの横で、テレビが天気予報を告げていた。




「発達した低気圧は、今日午後、ジャポネスの南西の大地で超大型のプラズマ台風21号へと変わりました。プラズマ台風21号は三日後にジャポネスを直ちよく撃げきする模も様ようで、大きな被ひ害がいが予想されます。なお、このため、ジャポネス秋祭りは中止の公算が大きくなりました」




「プラズマ台風……？　秋祭りが中止？」

　テレビの告げたことが本当なら、小樽は──




　ガラガラ……




　案あんの定じよう、力無く玄関が開き、ガックリと肩かたを落とした小樽がトボトボと入ってきた。

「ただいま……」

　消え入りそうな声でそれだけ言うと、そのまま小樽は部屋の隅すみでみんなに背を向けて横になってしまった。

　痛々しいほどの落ち込みよう──

「台風のバカヤロー……」

　小樽のつぶやきを聞いても、七人は心配そうに小樽を見つめるのみだった。




　　　　４




　その日の夕食も、翌日の朝食も小樽は一口も食べなかった。

「小樽……」

「マスター……」

「…………」

　口もきかずに部屋の隅でしょんぼりしている。

　痛々しすぎてセイバーマリオネットたちにはどうしようもできなかった。

　ただ一人のおバカさんをのぞいて。

「小樽クゥン！　お祭りが中止になったのは残念だけどさぁ！　その分、二人でお祭りしようよぉ！　布ふ団とんの中で！」




　ドカッ！　バキッ！　グシャッ！




　状況をわきまえなかったおバカ──花形は次の瞬間、血だるまになり、台所の燃えないゴミ袋に捨てられていた。

「小樽クンの……イケズ……ガクッ」

　ふと小樽は外を見た。

　空には雲がかかり、風が強くなっている。

　台風が近いことを物語っていた。

「はぁ……」

　大きなタメ息をついて、小樽はまた部屋の隅に戻った。

「こんなマスター、見るの初めて」

「よっぽどショックだったんだなぁ」

「祭りに命かけてるなんて言ってたもんなぁ。いかにも小樽らしいよ」

「でも、どうする？」

　セイバーマリオネットたちは顔を見合わせる。

　ライムが拳こぶしを振りながら言った。

「祭りやろうよ！　祭り！　祭り！　小樽のためにもやろう！」

　パンターがあきれたように受ける。

「あのな……だから、その祭り自体が中止になっちゃうんじゃねえか！」

「それでもやるの！」

「わかんねえヤツだなぁ！　台風が来て祭りができねえって言ってんだろ！」

「だったらその台風をやっつけちゃえ！」

「おまえなぁ……」

「待って！」

　突とつ然ぜん、ルクスが声を出した。

「今のライムの意見、考えようによってはいけるかもしれませんわ！」

「はっ？」

　全員が呆ぼう然ぜんとルクスを見る。

「台風を消してしまうんです！」

「そんなことが……」

「一応理論上は可能です。だったらやってみる価値はあると思いませんか？　小樽様のため！」

　一瞬、沈ちん黙もくが支配する。

　が、顔を見れば全員の気持ちは決まっていた。

「やるかっ！」

　パシッとブラッドベリーが拳こぶしを鳴らす。

「よし、そうとなれば！」

　さっきまで疑ぎ心しん暗あん鬼きだったパンターも、もう気持ちを切り替かえている。

「そうですわ！　あたしたちはマスターのためならなんだってやれるんです！」

　チェリーも力強くうなずく。

「やる、やる！　絶対やる！」

　ライムが叫んだ。

「よし！」

　ティーゲルも決意の拳を握にぎりしめた。──が、そのティーゲルの顔をライムがのぞき込んで、

「やろうね、ティーゲル」

　そのひとことで、またもや気持ちが変な方向に進んでしまうのだった。




　ドキンッ！




（あ、あたしは……）

　とりあえず、この場合、このことはおいといて──

「で、具体的にどうする？」

　プラズマは負ふ荷かのない電子の塊かたまりのことだ。

　ここ断だん層そう惑わく星せいテラツーでは、特に断層が加速器のようになって、原子を崩ほう壊かいさせ、無数のプラズマを生み出してしまう。それは地面からわき出し、時には塊となって、空中を漂ただよう。便べん宜ぎ上じよう、それはプラズマ雲と呼ばれていた。

　このプラズマ雲が巨大になりすぎると、その下で強力な上じよう昇しよう気き流りゆうが発生し、一種の低気圧と化して台風に変わる。これがプラズマ台風だ。

　不安定な状態で、強力なエネルギーを持って存在するプラズマ台風。非常にやっかいなものには違いない。

「作戦は三段階に分けましょう」

　ルクスが言った。

「第一作戦は私とチェリー。第二作戦はブラッドベリーとパンター。第三作戦はライムとティーゲル。具体的な作戦は今から説明します。それからチェリー、家いえ安やす将軍に連れん絡らくをとって、ジャポネス中のエネルギーを使わせてもらえるよう頼たのんで。プラズマ台風をなんとかできるとわかれば、きっと協力してもらえるはずよ」

「わかったわ」

「どの作戦も非常に危険を伴ともなうわ！　みんな、気を抜かないで」

「オーケー！」

　それぞれがそれぞれの決意をしたとき、ライムはまたもティーゲルの顔をのぞき込んで笑顔を見せていた。

「がんばろうね、ティーゲル！」




　ドキィィィィィィィィィィン！




　ティーゲルはときめき状態──

（わ、私は……！）

　ライムはニコニコ。……なんか、ライム、わかってやってるんじゃねえだろうな……。

「ほえ？」

　とにもかくにも、対プラズマ台風作戦は開始された。

　ただ一人の少年のために。

　でもって、その少年は未いまだに落ち込みモードのままであった。畳たたみの角かどを見つめ、

「ここんところが好き……」

　なんてやっている。だめだ、こりゃ。
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　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　凄すさまじいプラズマ台風を前方に見み据すえ、彼らはいた。

　重じゆう武ぶ装そうの戦せん車しや部ぶ隊たいだ。そして、台風の風になびいているのは、ゲルマニアの旗はた。

　ゲルマニアの重戦車部隊だった。

「フフフフフ……」

　先頭の戦車のコマンダーズハッチから体を出している人物が冷れい淡たんな笑みを口くち許もとに浮うかべた。

　彫ほりの深い、いかにもなゲルマニア軍人だ。

　階級を見ると大佐であることがわかる。

　ゲルマニア機き甲こう兵へい団だんにぞの人ありと言われたローラント大佐だった。

「プラズマ台風とはまさに天てん佑ゆう！　これを利用して、一気にジャポネスに突入してくれる！　総統閣かつ下かに栄光あれ！」

　ローラント大佐は叫んだ。

　プラズマ台風の後ろにゲルマニア機甲兵団がいることをもちろんジャポネスのだれも知らない。

　セイバーマリオネットたちも。




　　　　６




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！

　バリバリバリバリバリバリバリバリッ！




　プラズマ波の暴ぼう風ふう雨うは進路上にあるものすべてを破は壊かいして進む。金属、非金属、生物、無生物……そんな区別いっさいない。

　小さなプラズマ台風なら例年一回くらいはジャポネスも直撃を受けていた。が、巨大な台風となるとジャポネス三〇〇年の歴史の中でも二回くらいしかない。そのいずれも都市のほとんどを根こそぎ破は壊かいした。ジャポネス城が地下に予備を作ってあったのは、他国の侵しん攻こうに備そなえたためでなく、実はプラズマ台風への備えだったのだ。

　そういうわけで、ジャポネスの施し政せい者しやは（要するに家いえ安やすのことだが）台風というものには敏びん感かんに反応した。

　今回のプラズマ台風21号についてもそうだ。対策は綿めん密みつで、台風時の避ひ難なんプログラム、台風後の復ふつ興こうプログラム、この台風での被害と対ゲルマニア軍事力の関係プログラムなど、様さま々ざまなプログラムが用意されていた。

　が、そこに台風そのものを退治するようなプログラムはない。

　従したがって、それをチェリーが言いに来たとき、幕ばつ閣かくは半はん信しん半はん疑ぎの者が多かった。

「プラズマ台風を消しよう滅めつさせる!?　果たしてそんなことができるのか？」

「理論上は可能ですわ！」

「理論だけでは……。いかに様々な難事を解決してきた間ま宮みや小お樽たる殿どののセイバーといえども……」

「やってみなければわかりませんわ！　ぜひこの計画に協力してくださいまし！」

「しかし……」

「しかしもかかしもありません！」

　チェリーがいくら強弁しても、幕閣の態度は煮にえ切らなかった。かつてのゲルマニア潜せん入にゆう作戦のときもそうだが、幕閣の者たちはどうも前例のない新たなこととなるとなかなか決断を下せない。日々の行政管理はなんとかなるが、過去に前例のない決断となるとまるでダヌ。まさにどっかの国のようなものである。

　上かみ座ざに座った家安──玉たま三さぶ郎ろうは黙だまって目を閉じていた。もはや説明しなくともいいと思うが、かつてのゲルマニアとの戦いで、将軍徳とく川がわ家安は戦死し、その思考パターンがコピーされたセイバーが玉三郎だ。髪かみの長いグラマーな美女である。この玉三郎が現在の将軍というわけだ。

　玉三郎はしばし目を閉じて、皆の意見を聞いていたが、やおら目を開けるとポツリと言った。

「成功すれば被害はゼロ……試ためしてみる価値はある」

「おおっ！」

　幕閣が驚きの声をあげ、チェリーが喜びの笑みを浮かべた。

「勘かん定じよう奉ぶ行ぎよう、台風対策の臨りん時じ予算より、チェリーたちの必要な額を捻ねん出しゆつせい！」

「ははあ！」

　かくして、『台風をやっつけちゃうわ、マスターのために』計画（命名チェリー）はジャポネスの国家的事業として発動されたのだった。
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「ええい、いつまでもくよくよしててもしょうがねえ！」

　部屋の隅すみで小樽は立ち上がった。

　顔は晴れやか、とまではいかなかったが、とりあえず気力は戻っているらしく、顔色はいい。

　結局、小樽のいじけは翌日の昼に終わりを告げた。部屋の隅でいじけ始めてからしっかり丸一日は経たっていた。

「しかし、祭りはやりたかったぜ！　チクショーめっ！」

　祭りについてあきらめがついたわけではないようだ。どうも、立ち直ったというよりも、いじけているのに飽あきたというのが一番的確な答えらしい。

「腹はら減へったなぁ……。おーい、チェリー！　ルクス！」

　声をかけるがあたりはシーンとしたまま、返事もない。

「あれ、だれもいねえのか？　ライム！　ティーゲル！　ブラッドベリー！　パンター！」




　シーン……




　やはり返事はない。

「みんなどこ行っちまったんだ？」

　そのとき──

「ん？」

　台所のほうに人の気け配はいがする。見ると、白い尻しりがあった。

「いっ!?」

　なんと、裸にエプロンだけという格かつ好こうで、だれかが食事の準備をしているのだ。

「な、なんだいたのか？　それにしてもなんて格好だ!?　おい！」

　小樽の声に現れたのは──

「うふふ……」

「げぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　花形だった。

「て、てめえ！　いってえなんの真ま似ねだ!?　ち、近寄るな！」

「ふふん、小樽クン！　実は古い文ぶん献けんを調べたら、かつて地球では愛する人のために料理を作るときはこの姿が正しいと出ていたんだよ！　幸い、今日はあのポンコツどももいないし！　小樽クン！　今日こそキミにはボクのこの愛のこもった手料理を食べてもらうよ！」

　ダンッと花形が迫力込めて小樽のほうに一歩踏ふみ出した。

　その瞬間、エプロンの首で結んだ部分がハラリとほどけて、小樽の目の前には花形の全裸が！

「ぎぇぇぇっ、気色悪い！」

「きゃっ、小樽クンのエッチィ！」

「やめんか、おめえはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドガァァァァァァァァァァァァッ！




　小樽の回し蹴げりが決まり、花形は台所の壁かべまですっ飛んでいってめり込んだ。

「ぐぇぇ……愛とは耐たえることなのね……」

「うるせえ！」

　さらに後頭部に一いち撃げき。

　これでようやく花形が静かになる。ま、一応死んではいないみたいだ。

「ふぅ……。しかし、本当にみんなどこに行っちまったんだ？」

　まさか自分のためにセイバーマリオネットたちが台風を止めに行ったとは思いも寄らぬ小樽であった。
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　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「わー、すごい、すごい！」

　暴風雨の中、ライムがはしゃぎまくる。

「はしゃいでんじゃないよ、ライム！」

　ブラッドベリーが前をにらみながら叫んだ。

　ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、パンター、ルクスの六人のセイバーマリオネットたちがそろっている。六人はジャポネス郊外の荒こう野やにいた。

　彼女たちの目は、遥はるか先で起こっているプラズマスパークの塊かたまりをとらえていた。

　一番前に立っているのはルクスとチェリーだ。

　ルクスとチェリーは自みずからの全センサーを使ってプラズマ台風を調べていた。

『中心気圧は八六〇ｈＰａ（ヘクトパスカル）、最大風速はおよそ六〇メートル／秒』

『一〇〇〇ｈＰａ等とう圧あつ線せんの半径は七〇〇キロメートル、風速二五メートル／秒以上の半径は四〇〇キロメートル』

『プラズマ数すう値ちは一二〇〇プラズマベクトル、秒間スパークは平均七〇』

　どの数値からもわかるように、このプラズマ台風21号は超大型、超強力な台風だった。

「これは……かなり手こずりそうですわ」

「ここまで巨大とは……まいったわね」

　サーチを終えたルクスとチェリーが真剣な表情で顔を見合わす。正直、当初の予想を超こえる大きさだったのだ。

「しかし、やるしかねえぜ、小樽のために！」
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「ああ、小樽のために！」

　ブラッドベリーとパンターがボキボキ指を鳴らしながら叫ぶ。

「そうね、小樽様のために」

「マスターのため！」

　チェリーとルクスも決意の表情でうなずいた。そのまま顔を見合わせて、今度はニッコリと微笑ほほえみあった。

「小樽のためにがんばるぞ！」

「…………」

　最後はライムとティーゲルだが、あいかわらずティーゲルの様子は変だった。ライムが両手を空に突き上げて決意を示している間も、どこかハラハラしたような表情でライムを見つめていた。

（大だい丈じよう夫ぶか、この娘こ……ホントに……？　ケガしないよね……。絶対に大丈夫よね？）

　どうやらティーゲルはライムのことが心配でたまらないようだった。それはライムが失敗するんじゃないか、というような心配ではない。単純にライムの身体からだが心配だったのだ。危ないことをするんじゃないか。ケガするんじゃないか……。

　そこまで考えて、ティーゲルはハッと気づいた。

（セイバーマリオネットがケガをするわけないじゃないの！……あたしったら、なに考えて……）

　だが、そのティーゲルの思考を途中で断ち切る声が響ひびく。

「ティーゲル」

「えっ!?」

　ライムがその無む垢くな瞳ひとみで、ティーゲルの顔をのぞき込んでいた。

「がんばろうね」

　ティーゲルの目にはそれがやっぱりキラキラと輝いて見えてしまうのだ。




　カァァァァァァァァァァァァッ！




　ティーゲルの顔の表面温度が一気に上昇する。

「あれ、ティーゲル、赤くなった」

「あ、いや、その……」

「ねえねえ、どうしたの？　お酒でも飲んだの？」

「いや、そうじゃなくて……」

「わかった。お化け粧しようしたんだね」

「いえ、そうでもなくて……」

「じゃあ……」

　そんなたわいのない会話の間も、ティーゲルはライムを抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられていた。

（ああ、もう！　あたしはいったいどうなってんだい、まったく！）

　自分自身が管理できない。ティーゲルにとってもちろん初めての経験だ。それがティーゲルにはどうにも腹立たしかった。

　そんなティーゲルの悩みをもちろん仲間たちは知らない。

「それじゃあみんな、作戦を開始するわよ！　ブラッドベリー、パンター、ライム、ティーゲル、それぞれ最初に指示した所定の位置について！　チェリー、私たちはここで！」

「わかったわ！」

　ルクスの声にそれぞれが散ちっていく。

「ティーゲル、行こう」

「あ、ああ……」

　ライムとティーゲルも走り出した。

　ついに『台風をやっつけちゃうの、小樽様のために』計画（命名ルクス）は実施の段階に入ったのだ。
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　第一作戦はルクスとチェリーだ。

「来るわよ、ルクス！」

「わかってますわ」

　二人の前には大きな装そう置ちが二台向かい合って置かれている。どちらも同じ装置だ。直径一メートルはあろうかという透明な管くだが大砲のように突き出ていて、その片方は機械に繫つながっている。その機械にはさらに車輪のない自転車のようなものがついていた。

　二人はその自転車のサドルにまたがった。

「いくわよ！」

「はいっ！」




　シャコシャコシャコシャコシャコシャコシャコシャコシャコシャコッ！




　猛もう然ぜんとペダルをこぎ始める。凄すさまじい速さで、ペダルをこぐ足の動きはほとんど見えないほどだ。

　やがて、透明な管の奥がわずかに発光を始めた。その発光が徐じよ々じよに強くなっていく。

「はっ！」

「やっ！」

　二人がハンドルの通常ブレーキになっている箇か所しよを強く握にぎった。




　バリバリバリバリバリバリバリバリッ！




　透明な管から高圧の電流が放たれる。人工的な雷かみなりだ。




　ズガガガガガガガガガガガガガン！




　それは中央でぶつかり合い、その衝しよう撃げきで球きゆう電でん（プラズマの塊かたまり）を作り出した。

　球電はそのまま台風に向かって飛び、今度はスパークとぶつかる。




　バショォォォォォォォォォォォォォン！




「やったわ！……よね」

「やりました！……と思います」

　チェリーとルクスの作戦はプラズマ台風にプラズマそのものをぶつけて消滅させてしまおうというものだった。

　一応、作戦は成功している……らしい。相手の台風があまりに大きすぎてまだよく成果がわからないが。

「これをあと五万七六〇〇回続ければプラズマ台風は確実に消滅するはずですわ！」

「三秒に一回やれば、一七万二八〇〇秒かかる……すなわち、二日後。ぎりぎり秋祭りに間に合うわ！」

　気の長い作戦というか、なんというか。




　バリバリバリバリバリバリバリッ！

　ズガガガガガガガガガガガガガン！

　バショォォォォォォォォォォォォン！




　それからざっと八時間、およそ一万回ほど球電を発生させたとき、二人は声をあげた。

「ああっ！」

「しまったわ！」

　愕がく然ぜんとして、ペダルをこぐ足を止める。

「重大な計算ミスを！」

　二人は同時に叫んだ。

　いったいどんなミスをしたというのだろうか。それは──

「あたしたちがエネルギー切れを起こすことを計算に入れること忘れ……て……た……」

　意外に初歩の初歩。本当に情報処理に長たけたセイバーマリオネットなのか？

　第一作戦、失敗。




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　プラズマ台風21号は、多少勢力を弱めながら、無む情じようにもエネルギーの切れたルクスとチェリーの上を通り過ぎていった。
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「どうやらチェリーとルクスのやつは失敗したみたいだな」

　パンターが近づいてくるプラズマ台風を見ながら言った。

「おい、パンター！　見とれてないで、そろそろこっちもおっぱじめるよっ！」

「わかってるぜ！」

　ブラッドベリーとパンターの前にもなにか巨大な物がある。

　二人はそれを軽々と担かつぎ上げた。

　巨大な金属の塊。しかもＵ字型をしている。

　これってもしかして──

「磁じ石しやくだ！」

　あっ、やっぱり！

　しかも、表面にはさらに銅線が巻き付けてあって、電流を通し、さらに電磁石化できるようになっている。

　超強力な磁石というわけだ。

　前にも述べたが、プラズマとは正負のない電子のことだ。これが単独で存在するため、非常に不安定な状態となっている。そこで強力な磁石で磁力を与え、元の電子に戻してしまおうという作戦だった。

「この磁石をかついで、あのプラズマ台風の中を猛もうスピードで走り回る！」

「プラズマ絶ぜつ縁えん処しよ理りはしてあるが、直撃を喰くらったらタダじゃすまないよ！」

「いくぜ！」

「ああ！」

　巨大な磁石を背負って、パンターとブラッドベリーは走り出した。




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　そのまま凄すさまじいプラズマ渦うず巻く台風の中に突入する。

「うおっ！」

「ぬうっ！」

　磁石が効きいているのかどうかはまるでわからない。ただ、二人はプラズマの直撃をさけて、ひたすら走り続けた。

「どうだ？　台風は小さくなったか？」

「わかるか、そんなこと！」

　二人はさらに走る、走る。

　およそ三時間が経過したときだ。

「どうでもいいが、この磁石、さっきより重くなってねえか？」

「そういえば……」

「ああっ！」

「げげっ！」

　自分たちの背負っている磁石を見て、パンターとブラッドベリーは啞あ然ぜんとなる。なんと、背中の磁石にはいつの間にかビッシリと砂さ鉄てつがくっついていて、その量はすでに磁石の何倍もの大きさになっていた。考えてみれば、プラズマを中和しようというほどの磁力だ。地面の砂鉄がくっついてしまうのはあたりまえだ。

「ぐわっ、しまった！」

「ぬうう……う、動きが……」

　動きが鈍にぶくなった上、さらに砂鉄によって大きくなった磁石はプラズマの格かつ好こうの標的だ。




　バババババババババババババババッ！




「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　まともにプラズマスパークが二人を直撃する。

　磁石は大きく砕くだけ、二人は真っ黒焦こげでその場に倒たおれ込んだ。

　第二作戦も失敗。

　プラズマ台風21号はまた少し勢力を小さくしつつも、あいかわらずジャポネスに向けて進んでいた。
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　さて、ここでもう一度説明するが、テラツーは階かい層そう惑わく星せいである。

　地表の下には空くう洞どうと化した断層が広がっていて、これがこの星の自然に大きな影響を与えている。やっかいな相手であるプラズマも、地下深くの断層が加速器のように作用して生まれているのだ。

　ジャポネス手前の地表に一番近い断層にライムとティーゲルはいた。そこはもちろん台風の進路に当たっている。

「ティーゲル、これでいい？」
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「ああ」

　今、二人は最終防ぼう衛えい戦せんの構こう築ちく……もとい、最終作戦の準備に追われていた。

　地上に残した観測器は台風が接近してくることを伝えてきている。

（あいつら失敗したのか……）

　ティーゲルはそんなことを考えながら、断層のあちこちに装置をセットしていた。

　そこへいきなりヒョコッとライムが顔をのぞかせる。

「ティーゲル！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ティーゲルは普段の数倍驚いた様子でその場から大きく飛び退のいた。飛びすぎて、そばの地表を支える柱をぶちこわしたほどだ。

　ここ何回かのライムに対する過か剰じよう反はん応のうで、ティーゲルはデリケートになっていた。意識しすぎというわけだ。

「な、な、なんだ？」

　そんなティーゲルの態度をライムは少し不ふ思し議ぎそうな表情で見ていた。が、やおら口を尖とがらせる。

「ティーゲル、変！」

「えっ？」

「ティーゲル、昨日から絶対に変だよ」

「あ、いや、そんなことは……」

「だって、昨日も今日もボクの顔を見ると驚いてばっかり」

「あ、だからそれは……」

「…………」

　ライムはジーッとティーゲルの顔を見つめた。




　ドキンッ！




　またしてもティーゲルの顔が赤くなる。慌あわててティーゲルはライムから視線をそらした。

「ティーゲル！」

　ライムが怒った顔で、ズイッとティーゲルに近づいた。ライムの顔はティーゲルのすぐ間ま近ぢかだ。

「ラ、ライム!?」

「ティーゲル、ボクのこと嫌きらいなの？」

「えっ!?　な、なんでそんなことを!?」

「だって、ティーゲル、ボクを見ると驚くし、視線そらすし……なんか避さけられてるとしか思えないもん！」

「いや、だからそれは……」

「ティーゲル、やっぱりボクのこと嫌いなんだ！　うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

「そ、そうじゃなくて！　そうじゃなくて！　実は……その……だから……」

　泣き出したライムを前にして、ティーゲルは完全にパニックに陥おちいっていた。




　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン……




　乙女おとめ回かい路ろの鼓こ動どうも外に聞こえそうなくらい高まっている。

「ティーゲル、ボクのこと嫌いなんだぁ！　ボク、ティーゲルのことこんなに好きなのにぃぃっ！」

　その言葉がティーゲルの最後の一線を切った。




　プツン……




「ライム！」

「えっ、ティーゲル……!?」

　ティーゲルはいきなりライムを抱きしめていた。ライムの感かん触しよくがティーゲルの肌はだに伝わってくる。

　ついにこの物語初のレズのカップルが誕生してしまうのか!?

　純愛路線は、今、異常な方向に！

（私はやはりライムのことが……………………あれ？）

　ライムを抱きしめた瞬間、あれほどライムに対して恋こい焦こがれた気持ちは消え、満足感あふれるやさしい気持ちに変わっていたのだ。それは小樽に対する愛の感覚とは違うなにか……。

　これが小樽だったら、さらに次の愛の確認をしたくなっていただろう。より深みへ、より深みへ。

　だが、ライムの場合は、抱きしめてその存在を確認した瞬間にすべてが満足な状態になっていたのだ。

（恋愛感情……じゃない!?　これは……）

　それはティーゲルが持つ恋愛感情ではない、もう一つの愛情──その愛情があまりに強かったため、ティーゲルは大いなる勘かん違ちがいをしていたのだ。

（これは……）

　姉と妹──それすらも遥はるかに凌りよう駕がするその愛。そう、母ぼ性せい愛あい。

「ライム……」

　ライムに対する母性的な愛。そういうものがティーゲルの中に大きく芽生えていたのだ。

（母親……）

　ティーゲルのデータベースがそんな言葉を探し出す。実感は湧わかない──いや、きっとこんな感覚なんだろう。ライムを抱きしめながら、ティーゲルはそう思った。

　が、やさしい時間は終わりを告げようとしていた。




　ズガァァァァァァァァァァァァン！




「なにっ!?」

　いきなり間近で爆発が起こる。

　慌あわててその場を飛び退いた二人が見たものは、断層の中を迫せまり来る戦車部隊であった。
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　迫って来るのはおよそ一〇〇両ほどの戦車。ゲルマニア軍だ。

「ゲルマニア第七機き甲こう兵へい団だん……ローラント大佐か!?」

　所属マークを見て、ティーゲルが叫ぶ。総統親しん衛えい隊たいとして、ティーゲルはローラントに逢あったことがあった。

「ほえ？　なに、なに？」

「ジャポネス軍がプラズマ台風の影響で動けないときに一気に市内に侵入しようという腹はらか！」

　ローラントのほうでもティーゲルとライムの姿は捉とらえていた。

「フフフフ……ティーゲルか。まだ生きていた……いや、動いていたとはな。もはや我わが部隊を止めるものはなにもない！　貴様らの残ざん骸がいで、我われらが勝利を祝おう！」

　この時代のゲルマニア戦車──エレファントⅣ号戦車は対セイバー戦闘で勝利を収めるために非常に厚い装そう甲こうを有している。正面の複合装甲に至っては三〇〇ミリにも達した。戦車砲の口径も一五〇ミリに達する。いかなライムとティーゲルとはいえ、一〇〇台もの数がそろっていたら、苦戦は必至だった。

　ゲルマニア戦車は次々と主砲を撃うった。

「逃げろ！」

「うん！」

　ティーゲルとライムは大きく飛ぶ。

　が、距離が近すぎた。




　ズガァァァァァァァァァァァァァン！




「きゃぁっ！」

　ライムがまともに直撃を浴あびて吹っ飛んだ。

「ライム！」

「わーん、動けないよぅ！」

　砲弾はライムの足を破壊していた。




　キュルキュルキュルキュルキュル……




　戦車部隊はどんどん迫ってくる。

　その前にティーゲルが立ちはだかった。

「ふははははははははははっ！　死ね、ティーゲル！」

　ローラントは狂きよう喜きの笑みを浮かべ、勝利を確信していた。

「ティーゲルぅ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、ライム」

　泣きそうなライムにティーゲルはやさしく微笑ほほえみかけた。

　そして、

「ごめんよ、小樽」

　ティーゲルがポツリとつぶやいた。

　ローラントの戦車部隊のすべての主砲がティーゲルに狙ねらいを定さだめたそのとき──




　ズガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！




　突然、地面を衝撃波が走る。

「なにっ!?」

　それはちょうど戦車部隊を飲み込んだ。

　先ほどティーゲルとライムが仕し掛かけていた装そう置ちだ。




　シュゴォォォォォォォォォォォォッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　一〇〇トンを超える戦車の車体が浮かび上がる。それも部隊すべて。

「重じゆう力りよく遮しや蔽へい……ちょうどいいところに来てくれたねぇ」

　冷たい声でティーゲルが言った。

　プラズマ台風撃げき滅めつ作戦の第三弾は磁じ場ばを張り、重力遮蔽をして、台風ごと宇宙に放ほうり出してしまおうという壮そう大だいなものだった。戦車部隊はちょうどその磁場の上にいたのだ。




　シュゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッ！　バリバリバギィィィィッ！




　地表を突き破り、戦車部隊は次々と吹き飛んだ。

　たとえ宇宙まで行かなくとも、外はプラズマ台風、そしてそれをもくぐり抜けたとしても、地面に落下したときの衝撃で中の人間が保もたない。

　ゲルマニア第七機甲兵団はこの瞬間、壊かい滅めつした。
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　ケガの功こう名みようというべきか。

　重力遮蔽をゲルマニア機甲兵団に使ってしまって、台風を阻そ止しできなかったティーゲルたちだが、なんとそのときの作用で、台風の進路がわずかにズレていた。

　そして、ジャポネスは直撃を免まぬがれ、祭りは二日遅おくれで行われることになったのだ。

　ライムをおぶって帰ったティーゲルが傘かさ張はり長屋で見たのは、祭りの準備に追われる小樽の姿だった。

「おい、どこ行ってたんだよ！　台風がそれたんで祭りが復活したんでぇい！　ほら、ぐずぐずしてねえで準備を手伝ってくんな！」

　はしゃぐ小樽を見て、ライムとティーゲルは顔を見合わせてクスリと笑った。

「ところで、他のみんなは？」

「えっ？……あっ！」




　そのころ、チェリー、ルクス、ブラッドベリー、パンターの四人は台風の通過した後の大地に泥どろだらけになって埋うまっていた。

「ちょっと、早くだれか助けて！」

「動けませんわ～～」

「こら、ティーゲル！」

「ライム！」

「自分たちばっか完結してるんじゃなぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

　お後はあんまりよろしくないけど、とりあえず──めでたし、めでたし。
















第二章　秋祭りの夜に……
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（女の幸しあわせってなんだろう？）

　こんな、実に哲てつ学がく的てきというか、人の永遠の命めい題だいというか、アンニュイな日の午後というか（なんだ、そりゃ？）……ともかくその手の悩なやみで朝からボーッとしている人物（？）がいる。

　いつもの傘かさ張はり長なが屋やの井い戸ど端ばた。

　座すわっているのは浴衣ゆかた美人。手には団扇うちわを持って、アップにした真まっ赤かな髪かみがなんとも言えず艶なまめかしく……。

　そう、ブラッドベリーだ。

「…………」

　今日は祭りの二日目だ。小お樽たるも長屋の住人も、いや、ジャポネスすべてが浮うかれている。ようやくやってきた祭りを心の奥おく底そこから楽しんでいる。

　けれど、ブラッドベリーだけはそんな雰ふん囲い気きに乗り切れないでいた。

　視線は宙をさまよい、焦しよう点てんは合わない。心ここにあらず。考えているうちに思考は千せん里りの彼方かなたに行ってしまったようだ。
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「幸せ……か。あたし、幸せなのかねぇ？」

　ブラッドベリーはつぶやいた。

　太陽はすでに傾かたむき始めている。残された日の光が赤くなるのを拒きよ否ひするかのようにブラッドベリーの身体からだに降ふり注そそいでくる。

　静かだ。

　長屋にはもうだれもいない。

　みんな祭りに出かけ、今いま頃ごろはそれぞれがそれぞれの楽しみに浸ひたっている時間だった。

「小樽……」

　不ふ意いに小樽の顔が頭に浮かぶ。今日は朝会ったきり、その後一度も会っていない。

「…………」

　やはり、ブラッドベリーの想おもいのすべてはそこから始まるようだった。この二日間の悩みはその少年との関係が原点にある。

「あたしゃ、やっぱり小樽と夫婦めおとになりたいのかねぇ」

　テラツーで人類が生活を始めて以来、純じゆん粋すいな意味では失われたその言こと葉ばが、ブラッドベリーにはどうしても思い起こされた。

　このテラツーにも夫婦というものはある。ただし、それはあくまで男同士の存在だ。字じ面づらの通りに考えれば、真の意味での夫婦は失われていた。

「わかんない……。あたし、今でも小樽のこと好きだよね」

　ブラッドベリーは自分で自分の気持ちを確かく認にんするかのように真しん剣けんな表情で言った。

　全身に気けだるさがある。

　空くう虚きよな想い。

　ポッカリとなにかが大きく欠けつ落らくしたような。失われたものはなんなのか？　そもそも失われたとはどういうことか？

「小樽……」

　ブラッドベリーはもう一度その名をつぶやいた。

　胸の鼓こ動どうは高まらない。前ほどの新しん鮮せんな感かん覚かくがどうしてもわき上がって来なかった。

「…………」

　ブラッドベリーはとてつもなく不安な気持ちに包つつまれていた。認めるのが怖こわい事実。それは自分が小樽のことを──

「……どうも悩むってのは、あたしの性しようには合わないな」

　ブラッドベリーは立ち上がった。

　逃にげるのはブラッドベリーの流りゆう儀ぎじゃない。

　確認しなくては。

　ブラッドベリーの足は祭りの行われているジャポネス神社の境けい内だいに向かっていた。
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　ブラッドベリーがこんな悩みを持つようになったのは、それだけのことを思わせる凄すさまじく重大な事件が発生した……わけではない。

　あの台風騒そう動どうから帰き還かんして、長屋の部へ屋やで小樽に会ったとき、唐とう突とつにその思いはやってきた。

　ブラッドベリーを出で迎むかえた小樽は実に明るかった。

「よっ、ブラッドベリー、お帰り！　話は聞いたぜ。本当にありがとな」

「小樽ぅ、あたし、かなりがんばったんだよぉ～」

「ああ、本当にすまねえ。……っと、いけねえ！　田た町まちのご隠いん居きよさんの所に行ってくらぁ！　喧けん嘩か御み輿こしのことで打ち合わせがあるんでぇい！」

「あ、小樽！」

　決して小樽はおざなりで礼を言っているわけではない。だが、このとき、気持ちが祭りのほうにあったのは事実だ。

　そっけなさが妙みように印いん象しように残る。

（あ……）

　今までだったらなにも思わなかっただろう。けれど、この日は違ちがった。

　さらにこのあとのライムの何なに気げない一言が、ブラッドベリーの心にある衝しよう撃げきを与あたえていた。

「小樽、ボクも行く！」

「ライム、おめえは家で待ってろ！」

「やぁん、ボクも行くの！　ボク、小樽と一いつ緒しよにいられるだけで幸せだもん！」

「こいつ……かわいいこと言ってくれるじゃねえか。よし、一緒に行こう」

「ホント!?」

「ホントだ。さ、行くぞ！」

「あ、ズルゥイ！　私も行きます！」

「わ、こらチェリー！」

　……このあと、チェリー、ルクス、パンターを巻き込んで一ひと騒そう動どうあったのだが、それはとりあえず割かつ愛あいさせてもらうとして──

（一緒にいられるだけで幸せ……）

　ブラッドベリーの頭の中には、軽い衝しよう撃げきとともにライムの言葉が残った。一つには子供だねえ、という考えもある。が、それ以上に幸せというものを心の奥底から感じられるライムがうらやましかったのだ。

「あたしの幸せは……」

　小樽に出会って以来、ブラッドベリーはずっと小樽のことを考えてきた。行動の中心に小樽があった。なかば無む理り矢や理りではあったが、駆かけ落おちを敢かん行こうしたこともあった。けれど、ふと思ったのだ。大おお騒さわぎしていたときも、小樽に迫せまっていたときも、どこか欠落したものを感じている自分がいる、と。

（幸せ……）

　かつて、ブラッドベリーは小樽のことでパンターと対立したとき、叫さけんだセリフがある。




『あたしはね、小樽と幸せになりたいんだ！　ふたりで幸せにね』




　だが、今もって考えてみると、幸せというものを心の奥底からしみじみと感じたことはない。小樽の気を引くことと、ちょっかいかけてくる他の女（といってもセイバーマリオネットだが）から小樽を守ること、それだけでここまで来てしまったのだ。

（あたしの幸せ……女の幸せって？）

　小樽という存在にだけ心を寄よせ、そのことだけを考えて毎日を過ごしてきた。果はたしてその間に真の意味で幸せを感じたことがあったのか？

（小樽……）

　小樽のことが好きで好きでたまらない自分がいた。その気持ちは今でも変わらないはずだ。しかし、今一点、小さな黒い点──不安が心の中に生まれた。

　そのとき──

「行ってくらぁ！」

　ちょうど小樽が戸口から飛び出していくところだった。

　小樽の背がブラッドベリーの目に入る。

「！」

　それを見たとき、小樽が自分から離はなれていくような焦しよう燥そうにブラッドベリーは駆かられた。幸せが逃げていく思い──

「小樽！」

　ブラッドベリーは思わず声を出した。

　が、慌あわてている小樽の耳にはその声は入らなかったようだ。




　ガタガタッ……ピシャッ！




　戸口が閉まって、ブラッドベリーの視界から小樽の姿が消えた。

「…………」

　ブラッドベリーは他人が見たらどうしたんだと思わず聞きたくなるほど悲しみの表情で、その閉まった戸口を見つめ続けていた。
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　通りを歩いていくと、途と中ちゆうでチェリーに出会った。

「忘れ物、忘れ物！」

　チェリーが慌あわててこちらに向かって駆けてくる。

「どうしたんだ、チェリー？」

「あ、ブラッドベリー！　忘れ物しちゃったのよ、忘れ物！」

　チェリーも今日の日のためにあつらえたかわいらしい浴衣ゆかた姿だ。その浴衣の裾すそが乱れるのも気にせずチェリーは焦あせって走っていた。

「忘れ物って……？」

　考えてみれば、これはとんでもないことだ。セイバーマリオネットという機械が忘れ物をしたと慌てているのだから。いや、もうよそう。彼女たちは機械であって、機械でない。彼女たちの思し考こうはまったく人間と同じなのだ。恋こいもすればドジもする。

「カメラよ、カメラ！」

「カメラ……？　チェリー、おまえって確か内ない蔵ぞうのデジタルカメラ機能が……」

　チェリーは見た画が像ぞうを自分のメモリーに記き憶おくしておくことができる。圧あつ縮しゆく機能とメモリー容量は抜ばつ群ぐんで、一週間旅行しても出発から帰宅まで完かん璧ぺきにムービーとして記憶してしまうほどだ。

　そのチェリーがカメラを取りに慌てているというのは、ブラッドベリーにはどうにも解げせなかった。

「もう、なに言ってんのよ、ブラッドベリー！　あたしとマスターのツーショットを撮とるに決まってるじゃないの！」

「ああん？　ツーショットだぁ？」

「そうよ！　それをロケットに入れて、肌はだ身み離はなさず身につけていれば……ああ、幸せ！」

　チェリーが少しばかり上気した顔で言う。本当に幸せそうな表情だった。

（幸せ……？）

　またしてもその言葉がブラッドベリーの頭の中に響ひびきわたった。

「じゃあね、ブラッドベリー！　ああ、待っててください、マスター！　今、カメラをとって戻もどりますからね！　そいでもって、あたしとマスターの……きゃっ、恥はずかしい！　そうよ、恥ずかしい写真、いっぱい撮っちゃうんだから！」

　知らない人間が聞いたら、多分に誤解されるようなことを口にしながら、チェリーはふたたび走り出した。

「ったく、ガキだね……」

　フンと鼻を鳴らしながらブラッドベリーがつぶやいた。

　が、その口く調ちようとは裏うら腹はらに、表情には明らかに羨せん望ぼうがあった。ブラッドベリーから見れば〝つまんねえことで幸せ感じてやがるな〟ということだが、幸せを感じている人間にしてみれば大きなお世せ話わだ。幸せを感じている者はそのことについて、もはや他人の目が気にならない。

　本来幸せに勝ち負けなどないはずだが、このときブラッドベリーの心の奥にあったのは敗はい北ぼく感かんであった。

「ふん、あんなちっぽけな幸せ……」

　そんなふうに言ってみても、やはりむなしさは変わらない。〝すっごく幸せ〟〝ちっぽけな幸せ〟──幸せには大小、強弱、優ゆう劣れつはあるのかと問われれば、ないと答えたい。幸せとはそれを感じることがすべてだ。ただ、幸せを感じている時間というもので比ひ較かくはできるかもしれない。刹せつ那な的てきな幸せ、ずっと幸せ……そんなふうな分け方で。

「あたしは小樽と……」

　一昨日おとといまでのブラッドベリーならチェリーのように小樽と一緒に写真に納おさまるという行こう為いに心を躍おどらせていたかもしれない。

　しかし、このとき、ブラッドベリーの中で単純にそう思う気持ちにブレーキが働はたらいていた。

　なにかむなしさがある。

　欠落した想おもい──確たるなにかがブラッドベリーにはない。ブラッドベリーは自分がわからなくなっている。

「幸せ……」

　幸せを求めて──青い鳥ではないが、ブラッドベリーはそんな気分になっていた。このときのブラッドベリーはどこか空くう虚きよな目をしていた。彼女は自分のその姿がわかっていたのかもしれない。

「!?」

　不意に彼女は捉とらえた。前から走ってくる小樽の姿を。

「あ……！」

　いや、違う。

　それは小樽ではなかった。小樽と同じくらいの年の少年だ。

　挑ちよう発はつ的な、なにか熱いものを内ない包ほうした目をしている。

　彼は焦っていた。険けわしい表情で走っている。まるでなにかから逃のがれようとしているかのように。

「おい！」

「えっ!?」

「どうした、そんなに焦って？」

　ブラッドベリーはその少年に声をかけていた。

　少年は一いつ瞬しゆん、なにが起こったかわからないといった顔つきとなる。それはそうだろう。いきなりマリオネットが声をかけてきて、しかも自分のことを心配してくれている様よう子すなのだ。

　その人間臭くささは彼にとっては初めて体たい験けんすることだったに違いない。

「おまえ、マリオネット……だよな？」

「そうだぜ。ブラッドベリーっていうんだ。よろしく」

「……妙みようなマリオネットだな。なんでおまえ、そんなに馴なれ馴れしく……」

「いいじゃんか。ちょっと気になってさ。あんた、名前は？」

　少年はしばし愕がく然ぜんとブラッドベリーを見つめていたが、やおら口を開いて言った。

「オレは明あか石しだ。白しら瀬せ明石」

「ふ～ん、で、明石どうした？　なんか焦った顔をして？　鬼き気き迫せまってるぜ」

「あ、ああ……オレは……逃げてきたんだ」

「あん？」

　逃げてきたという明石の表情には確かに説せつ得とく力りよくがあった。

　そして、荒あら々あらしく近づいてくる足音を人間の数倍の聴ちよう力りよくを持つブラッドベリーの耳は確かに捉とらえていた。

「来な」

「えっ？」

　声をかけたのもなにかの縁えん。

　ブラッドベリーは明石をいきなり抱きかかえると、そのまま一気に跳ちよう躍やくした。

「わっ、なにしやがる？」

「いいから！　黙だまってな！」

　ほどなくしてブラッドベリーと明石の姿は建物の向こうに消えた。

「こっちに来たはずだ！」

「いたか？」

　二人が姿を消した後に、焦った表情の男たちが現れた。身なりはいい。

「どこだ？　どこに行った？　白瀬！　明石！」

　あの少年の名を叫びながら、男たちは周囲をにらみつけていた。
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　さて、そのころ小樽たちはどうしていたかというと、これはもう祭りに心の隅すみ々ずみまで浸ひたっていた。




　ワッショイ、ワッショイ！　ワッショイ、ワッショイ……




　男たちの声が響ひびく中、御み輿こしと御輿がぶつかり合う。

　飛び散る汗あせ。飛び交かう怒ど声せい。

　荒々しさの中で男たちは高こう揚ようした気分に浸り、逆に安らぎを覚おぼえる。これがジャポネスの祭り。

「ふぇぇぇぇい！」

　日が沈しずんだ頃、ジャポネス神社の境けい内だいに汗を拭ぬぐいながら、どんぶり腹はら掛がけに法はつ被ぴ姿すがたの小樽が戻ってきた。

「ワーイ、小樽、小樽！」

「マスター、素す敵てきでしたわ！」

「朝から御輿かつぎまくって、疲つかれたぜ、チクショウめ！」

　乱暴な言い方にも拘かかわらず、顔は満面の笑えみだ。言葉も額がく面めん通りには受け取れない。うれしくてうれしくてたまらないのだ。

「ちぇっ、オレも参加したかったな！」

　パンターがうらやましそうに言った。

「ボクも、ボクも！」

　ライムも騒ぐ。

　実はこの二人、喧けん嘩か御輿を見て、いてもたってもいられず、その場で飛び入りを志し願がんしたのだ。

　が、二人と普ふ通つうの人間ではパワーが違いすぎる。結局、他の人間がパンターとライムに引きずられてしまい、まともな喧嘩御輿にならなかったため、二人は外はずされてしまったというわけだ。

「いいじゃないか。他にもいくらでも楽しめるんだから」

　ティーゲルが二人をなだめるように言う。このあたり、ティーゲルは自分の役割を見み事ごとに理解していた。

「マスター、マスター！　一いつ緒しよに写真を撮とってくださいませんか!?」

「小樽ぅ！　ボク、リンゴ飴あめが食べた～いっ！」

「小樽！　射しや的てきってなんだ？　ありゃあ、本物の銃じゆうか？」

「小樽様、あたしの浴衣ゆかた姿、似合いますぅ？」

　全員がてんで勝かつ手てなことを言いながら、小樽の手を引っ張って行こうとする。

「わわわっ、いっぺんに言うんじゃねえ！　一人ずつ言え、一人ずつ！」

　そしてそこにさらに事じ態たいをかき混ぜる人物が。

「ええい、屑くず鉄てつども、ボクの愛する小樽クンから離れろ！」

「いっ!?」

　そう、このパターン通りの現れ方。

　花はな形がただった。ただ、いつもと違うことも一つある。

「花形……なんでぇい、その格かつ好こうは？」

　花形は豪ごう華か絢けん爛らんな着き物ものを着ていた。金色、銀色が散りばめられた着流しで、龍の絵が縫ぬいつけられている。

「やだな、小樽クン！　お社やしろの前で今から大のど自じ慢まん大会が開かい催さいされるじゃないか！　それに出場するんだよ」

「のど自慢大会？　アニソンでも歌うのか？」

「あのね、なんでこの格好でアニソンを」

「じゃあ、特とく撮さつ」

「そうじゃないってば！　この格好といえば演えん歌かに決まってるじゃないかっ！」

「ふ～ん……」

　興きよう味みなさそうに小樽は応こたえた。他のマリオネットも一人をのぞいて全員そんな顔だ。ただ一人、ライムだけはワクワクした表情で花形の言葉を聞いている。

「この大のど自慢大会は由ゆい緒しよ正しき大会！　優勝することは実力がある証しよう拠こ！　見ててくれたまえ、小樽クン！　キミのためにもボクは勝つ！　そいでもって、賞品の米こめ一いつ俵ぴようをもらうのだっ！」

「おめえ、金持ちのくせに意外にせこいな……」

「ねえねえねえ！　小樽、ボクも出たい！　そののど自慢大会、ボクも出たい！」

「へっ？」

　啞あ然ぜんとした表情で小樽がライムの顔を見た。

「おまえ、なんにでも興味持つなぁ……」

「ねえねえ、いいでしょ、いいでしょ！」

「あのな……」

　小樽がなにか言おうとするより先に、花形が口を開いた。

「バカモノ～！　マリオネットがのど自慢大会に出られるわけないだろ！」

「なんでさ！」

「なんででもだ！　のど自慢大会はこのボクのように歌に自信のある人間だけの大会なのだ！」

「ケチッ！」

「ケチじゃなぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

　ライムと花形の言い合いはこのあともまだまだ続く。

　小樽はそれをタメ息とともにしばらく見つめていた。
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「さっきは助かったぜ」

　歩きながら明石がつぶやくように言った。なぜか顔を赤くしている。

「ああ、いいってことよ」

　ブラッドベリーはそんな明石を見て、クスリと笑った。

　その笑いを見て、明石は少し怪け訝げんな表情になる。

「なんだよ、なにがおかしい」

「別に……赤くなっちゃって……かわいいね」

「な、なんだと！」

「あんた、あたしの胸にさわってドキドキしたろ」

「うっ!?」

　図ず星ぼしだった。明石はブラッドベリーに抱きかかえられたとき、彼女の柔やわらかさに驚おどろいたのだ。特に胸の。

「うふふ」

「うううう……」

　しばらくくやしさと恥はずかしさが入り交まじったような顔をしていた明石だが、急に真顔になってブラッドベリーを見た。

「おまえ、不ふ思し議ぎなマリオネットだよな」

「そうかい？」

「なんていうか……そう、人間みたいだ」

「ふふん」

「それも今いる人間とはまったく違う人間……そう、確か伝説の女……」

　ハッと気づいたように明石は改あらためてマジマジとブラッドベリーを見つめる。彼は気づいたのだ。伝説の女、そしてブラッドベリー──両者の間に差がないことに。

「…………」

　ブラッドベリーのほうは、そんな明石の様よう子すを見て、新しん鮮せんな気持ちを味わっていた。

（なんていうか……初めて会った頃ころの小樽と同じ……。あの頃の小樽はあたしに触ふれてドキドキしてたっけ。……あ、それは今でも同じか）

「ふふふ」

　ブラッドベリーの口くち許もとからまたも笑えみがこぼれ落ちた。

　それを明石は不思議そうに、そして彼が初めて体験する感情とともに見つめていた。

「なあ、理由は聞かないのか？」

　明石が言った。すでに明石の口く調ちようは完全に人間に対するそれになっている。

「理由？」

「オレが逃げている理由さ」

「言いたいのかい？」

「い、いや、別に……」

「だったらいいじゃないか。ふと出会った男と女……お互たがいのことは別に詮せん索さくしなくても」

「男と女……」

　しばしの沈ちん黙もく。

　道の先からにぎやかな音楽と人々のざわめきが聞こえてくる。二人はいつの間にか祭りのメイン会場であるジャポネス神社にまでやってきていた。

「祭りか……」

「あたしは見るの初めてなんだ」

「……オレもそうさ」

「えっ？」

「ずっとこういうもんは見させてもらえなかったからな」

「……？」

　明石の顔に喜びが浮うかんでいる。祭りに来たことがうれしくてたまらないらしかった。すぐに感情が顔に出る。素す直なおな性格なのだ。

（やっぱり似てるねえ……）

「なあ、ブラッドベリー」

　いきなり明石の顔がブラッドベリーの視界を覆おおう。




　ドキッ……




（えっ？）

　胸の高鳴るのをブラッドベリーは驚きとともに感じていた。

「どうした？」

「べ、別に……」

「祭りに行ってみようぜ！」

「ああ」

　明石はブラッドベリーの手をとった。

（えっ？）




　ドキドキ……




「早く、早く！」

　明石はブラッドベリーの手を引いて走り出した。

（あ……）

　明石の手の感かん触しよくがブラッドベリーに伝わる。

　その温ぬくもりを感じながらブラッドベリーは明石に引っ張られた格かつ好こうで走り出していた。
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「おとこごころのォ～～～～～～」

　調ちよう子しっぱずれな声が境けい内だいに響ひびきわたる。

　花形の声だ。

　観かん客きやくのほうはもううんざり顔。

　小樽もそしてセイバーマリオネットたちの表情もまわりと同じだ。




　カーン……




　案あんの定じよう、鐘かねは一つ。失格。

「なぜだ！　この花形美み剣つるぎのすんばらしい歌のどこがいけないというのだ！」

　鐘がなった瞬しゆん間かん、花形は司会者に食ってかかった。自分のことを素す晴ばらしいと信じている人間は始し末まつが悪い。

「あ、あのですねぇ」

「審しん査さのやり直しを要求する！　ね、小樽クン、キミもそう思うだろ！」

　壇だん上じようから花形がマイクを使って叫さけんだ。視線は小樽のほうを向いている。

「いっ!?」

　まわりの視線がいっせいに小樽のほうを向く。もちろん、よいほうの視線ではない。

「ははは……オレ、ちょっとトイレ」

　小樽がいきなり走り出した。こういうときは逃にげるに限る。

「あ、小樽ぅ！」

「マスター！」

　セイバーマリオネットたちも同じく逃げ出した。

「あ、小樽クン！　小樽クン！」

　壇上からの花形の声だけがいつまでも会場に響いていた。




　ようやく人ひと混ごみを抜け出して、小樽は神社の裏に来ていた。

「ったく、まいったぜ……」

　ホッと一息ついてまわりを見るとだれもいない。

「ありゃ？」

　人混みの中で、どうやらライムたちとはぐれたらしかった。

　このジャポネス神社は結けつ構こう大きな神社であり、はぐれてしまうと探さがし出すのは一仕事だった。

「ま、いいか。いざとなったらみんな長屋に帰るだろ」

　そうは言っても気になるのか、小樽はのど自慢大会の会場に戻もどろうとした。




　ガサッ……




「えっ!?」

　地面にたまった枯かれ葉はを踏ふむ音がする。

「小樽様」

　立っていたのはルクスだ。

「ルクス！　他のみんなは？」

「それが……はぐれてしまって」

「よくここがわかったな？」

「うふふ。こんなこともあろうかと、小樽様の法はつ被ぴに発はつ信しん器きを縫ぬい込んでおいたんです」

　前日、法被の用意をしてくれたのはルクスだった。そのときに縫い込んだようだ。

「ま、ルクスだけでも会えてよかったよ。じゃあ、みんなを探しに……いいっ!?」

　小樽が愕がく然ぜんと目を見開く。

　なんと、ルクスがいきなり浴衣ゆかたの帯をほどいていたのだ。

「ル、ルクス!?」

「小樽様……私のデータベースにこうありますわ。男と女……お祭りの日の夜に神社の裏で結ばれることが多い、と」

「ち、ちょっと待て！」

「小樽様ぁ……」

　ハラリと帯が落ち、ルクスが浴衣を広げた。

「おおっ！」

　紫色の下着が小樽の目に飛び込んでくる。

　とてつもなく色っぽい。艶なまめかしい。もう爆発だぁぁぁぁぁぁっ！（なにが？）

「小樽様ぁ」

「わ、わ、わ……」

　小樽はまるで魅み入いられたように立ちつくしていた。

　ルクスがゆっくりと小樽に近づいていった。
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「歌かぁ」

　境けい内だいまで来て、明石はのど自慢大会の会場を見つめていた。その目は大好きなものと出会った子供の目だ。




　ドキッ……




　そんな明石を見ているとブラッドベリーの胸むねはまたも高鳴る。

（ちょっと、どうしたんだい、あたしは？）

　明石の燃えるような目。それはなにか目的に向かって邁まい進しんする、純じゆん粋すいな少年の目だ。その目からブラッドベリーは視線を外はずすことができなかった。

「なあ、おい、こいつは飛び入り参加はできるのか？」

　明石が前にいた男に話しかけた。

「ああ、できるはずだけど」

「ありがとうよ」

　明石はブラッドベリーのほうに振り返って言った。

「オレ、この大会に出てくるぜ！　ブラッドベリー、見ててくれ！　オレの歌を聞いてくれ！」

「歌……!?」

「ああ！」

　明石は走り出した。

（あ……）

　その背を見ながら、ブラッドベリーは期き待たいと不安の入り交まじった自分でもよくわからない感情に支配されていた。

　明石の後ろ姿とだれかの後ろ姿が重かさなる。

（小樽……明石……）

　なんとなくバツの悪そうな顔をして、ブラッドベリーは明石の後ろ姿を見つめ続けていた。
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　祭りはまだまだ続いている。

　ジャポネス最大の神社であるジャポネス神社の境けい内だいはジャポネス中の人間が集まったのではないかというくらいの人でごった返していた。

　無数に立ち並んだ出店。たこ焼き、お好み焼き、焼きそば、ソフトクリーム、金魚すくい、射しや的てきに、リンゴ飴あめ、お面……なんでもある。

　だが、そんな出店以上に人々に人気だったのが社しや殿でん前の特とく設せつ会場だった。そう、あののど自じ慢まん大会の会場だ。花はな形がたの強きよう烈れつな歌声によって一度は閑かん散さんとなった会場にふたたび人々の足を運ばせたのはなにか？

　それは──




　だれかを求めている

　だれかを抱きしめたいと思う

　この星にいるはずだ

　オレの求めるキミは

　ただ風に流されるのでなく

　キミを見つけだしたい

　キミを抱きしめたい




　淡たん々たんとしたメロディにのって、アカペラの歌が流れている。

　それは祭りに似つかわしいとはとても言えなかったが、集まった群ぐん衆しゆうはなにか電気に打たれたかのように、じっと耳を傾かたむけていた。

　歌っているのは、のど自慢大会に飛び入り参加した白瀬明石だった。

　ラブソング。このテラツーではほとんど聞くことがないジャンルだ。それを明石は敢あえて歌っていた。

　ウケないはずのラブソングがウケている。もちろん明石の音程やリズムが完かん璧ぺきということもある。が、それ以上に聞いている者たちは感じ取ったのだ。明石の歌の『キミ』が自分たちの忘れ去っていた性別であることに。

『キミ』とは男ではなく、『女』。

　明石は歌っていた。失われた女を探さねばならない、と。本来ささやくべき愛を探さねばならない、と。




「あ……」

　ブラッドベリーもただ呆ぼう然ぜんと明石の歌に聞き惚ほれていた。

　ブラッドベリーはすぐに理解した。あいつは『女』のことを歌っている、と。そして、その彼女には歌の中の『キミ』というのが自分のことのように思えて、思わず乙女おとめ回かい路ろをドキリとさせた。




　キミを抱きしめたい……




　カーッと頭の中が熱くなる。

　別に面と向かって明石に言われたわけではない。が、ブラッドベリーの前に歌の間中、明石がいた。

　彼の視線が歌の間、自分に向かっていたことをブラッドベリーは感じていた。

　そして、それは間ま違ちがいではなかった。




　必ずキミをこの手に抱きしめる




　明石の歌が終わった。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、会場から凄すさまじいまでの拍手が送られる。

　聞いていた人々の、祭りで高こう揚ようしていた気分は明石の歌によってどこか神聖で和なごやかな気持ちに昇しよう華かされていた。

　壇だん上じようの明石は晴れやかな顔つきとなっていた。

　ブラッドベリーと視線が合ったとき、彼は小さくウインクをした。

　それがまたブラッドベリーの乙女回路を大きく反応させていた。




　ドキッ……




（やだよ、どうなっちまったんだい、あたしゃ……）

　ブラッドベリーはペチペチと頰ほおを叩たたいた。

　久ひさ方かたぶりの新しん鮮せんな感覚だった。

　だが、次の瞬間、ブラッドベリーはどうしようもない罪ざい悪あく感かんを感じていた。

（小お樽たる……）

　小樽の顔が不ふ意いにブラッドベリーの脳のう裏りいっぱいに広がる。

（あたしは……）

　ブラッドベリーは自分で自分がわからなくなっていた。いったい自分は今どういう気持ちなのか。小樽と明石。自分の心（乙女回路）の中で今、どういう気持ちが渦うず巻まいているのか。もちろん、それは本来は自分でしっかりと確かく認にんし、把は握あくしていなければならない事こと柄がらだ。

（でも……）

　今のブラッドベリーは怖こわがっていた。自分の気持ちを確かめることを。

　そのときだ。




「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　明石の声が響ひびく。

「!?」

　驚おどろいて見ると、壇上の明石が男たちに捕つかまっていた。きちんとした背広姿の身なりのいい男たち。あの、明石を追いかけていた男たちだった。

「明石！」




　ダッ！




　ブラッドベリーが地を蹴けった。

　壇上までは一気だ。

「離せ！　離せよ！」

「明石、来るんだ！」

　男たちと明石はもつれ合う。

　そこにブラッドベリーが上空から飛びかかってきた。

「おらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドガァァァァァァァァァァァッ！




　ブラッドベリーは手足を大きく広げて、壇に体当たりするように激げき突とつした。




　バキバキバキィィィッ！

　ドゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




「おおっ！」

「うわぁぁぁっ！」

　その衝しよう撃げきで壇がペシャンと崩くずれ落ちる。

　が、明石の身体からだはブラッドベリーがしっかりと受け止めていた。

「逃げるよ、明石！」

「ああ！」

　明石を抱かかえたままブラッドベリーは走り出した。

「どこだ、明石は!?」

「明石!?」

　男たちが起きあがった頃ころには、二人の姿を視界の中に探すのは無む駄だな行こう為いとなっていた。
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「小樽様ぁ……」

　着物の前をはだけ、白い肌とその大事なところを覆おおい隠かくす紫の小さな布だけの姿となったルクスがゆっくりと近づいてきた。

　神社の裏。祭りの日だというのに、ここだけは例外的に人ひと気けがない。

　木々が生おい茂しげり、夜空の星の光も届とどかない。

　かすかに表おもての出店の光がもれてくるだけだ。

「わわわわわわわわ……」

　小樽は呆ぼう然ぜんとルクスの近づいてくるのを見つめていた。

　身体が動かない。心臓がドキドキバクバク言っている。

　ルクスはこれ以上ないくらい色っぽい。ついでに言っておくと、ショーツに至いたっては紐ひもパンだ。

　が、小樽がそういった外見以上にルクスに対してドキドキしていたのは、ルクスの顔が真っ赤に染まっていたからである。

　大だい胆たんなことをしている割には、ルクスは恥はじらっていた。

「小樽様……私……恥ずかしいです」

「えっ!?」

「はしたない女だと思われます？」

「あ、いや……」

「うれしい……。小樽様のためだからここまでできるんです。小樽様のためだから……」

　こういう行こう為いに男は弱い。

　小樽も同じだ。




　ドキン……ドキン……ドキン……




　小樽の頭の中は真っ白な状態に近くなっていた。

「小樽様……」

　ルクスが小樽に覆おおい被かぶさってくる。ルクスの肌はだが小樽の身体に触ふれる。

「あ……」




　ドキン、ドキン、ドキン、ドキン……




　小樽の顔はもうゆでダコのように真っ赤だ。

「小樽様、私を受け止めて……」

　ルクスの唇くちびるが小樽に近づいてきて、そして──

「ちょっと待ったぁぁぁっ！」

　ルクスの身体は小樽から引ひっ剝ばがされた。

「きゃっ！」

「いっ!?」

　見れば、ルクスの背後には怖こわい顔をしたライムとチェリーが立っていた。
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「チェリー!?　ライム!?」

「抜ぬけ駆がけしてマスターを独ひとり占じめしようったって、そうはいかないわよ！」

「もう、せっかくいいところでしたのに！」

「ボクだって小樽といいことしたい！」

　ライムも強きよう硬こうに主張だ。それにしても、少し前のライムなら、ルクスが小樽になにをしようとしていたかわからずにトンチンカンなことを言っていたものだが……。

「あら、ライム、私が小樽様となにをしようとしていたのかわかるの？」

「いいこと！」

「いいことって？」

「だから、いいことはいいこと！」

「ちょっとルクス、誤ご魔ま化かさないで！　ともかく、マスターにはもう指一本触れさせなくてよ！　だって……マスターと……その……お祭りの夜に神社の裏で結ばれるのは……あたしなんだから！」

　チェリーが上気した顔で言う。要するにチェリーもまたルクスと同じことを狙ねらっていたのだ。

「マスターと二人っきりの神社の裏……マスターの手があたしの胸に伸びてきて……」

　出た！　チェリーひさしぶりの妄もう想そうモードだ。




『チェリー、いいだろ』

『あ、いや、マスター……怖い』

『怖くなんかないさ、さ、チェリー』

『あ、マスター……だめ』

『チェリー……』

『マスター……あたしの胸……小さくてガッカリしたでしょ』

『そんなことねえぜ！　オレは……オレは小さい胸が大好きなんだぁ！』

『ああん、うれしい、マスター！』




「……のわぁんちゃって、のわぁんちゃって！　あら？」

　妄想に突入し、一人もだえていたチェリーだが、気がつくと小樽の姿が消えていた。

　ルクスとライムは相変わらず言い争っているが、小樽はどこにもいない。

「マスター、どこですか？」

　呼びかけるチェリーの声に返事はなかった。
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「ここまで来りゃ大だい丈じよう夫ぶだろ」

　ブラッドベリーと明石はジャポネス神社を離れて、近くの河か原わらまで来ていた。

　ジャポネスの町まち中なかを流れる新しん隅すみ田だ川がわ。祭りの影えい響きようか、ポツリポツリと人の姿も見受けられる。

　川のほうを向いて、明石は腰こしを下ろした。

　自然とブラッドベリーもその横に腰を下ろす。二人は並んでしばらくの間無む言ごんで座すわっていた。

　台風一いつ過か。雲一つなく、星が降るかと思えるほどの夜空だ。

「さっきの歌、よかったよ」

　思い出したようにブラッドベリーが言った。

「そうか……」

　明石も口を開く。ぶっきらぼうな言い方だが、そこにはかすかに照てれがある。

　その照れを感じて、ブラッドベリーがわずかに微び笑しようを浮かべた。

「なんで笑う？」

　いつの間にか明石はブラッドベリーの顔を見つめていた。少しムッとした様子で問いかける。

「別に」

「今、笑っただろ！」

「おー、おー、ムキになっちゃって」

「子供扱あつかいはよせ！」

「壇だん上じようであたしにウインクをしてよこした男とはとても同じに思えないねぇ」

「あのときは……」

　明石は真っ赤になって、プイッと横を向いてしまった。

（あらら……ちょっと言い過ぎたかな？）

　明石は向こうを向いたまま、身動き一つしない。

　ふうとブラッドベリーはタメ息をつくが、すぐに笑みを浮かべて言った。

「あの歌……いや、歌っているあんた、ホントによかったよ」

「…………」

　明石は無言だ。

「歌好きなのか？」

「…………」

「あの歌はどこで覚えたんだ？」

「……あの歌は……さっき作った」

「えっ？」

「だからさっきおまえと出で逢あって……それで作ったんだ」

　明石がブラッドベリーのほうを見た。怒ったような、スネたような顔をしている。

　反対にブラッドベリーのほうはあっけにとられたような表情をしていた。

「さっき作ったぁ!?」

「ああ」

「あたしと逢って……？」

「そうさ！　オレはさ……歌が好きなんだ。暇ひまさえあればいつも歌を作ってる。インスピレーションさえわけば、あんな程度いくらでもできるさ」

「へー、すごいね、そりゃ」

　ブラッドベリーは素す直なおに感心していた。

　それを表情からくみ取ったか、明石の顔から険けんが消える。

「あのさ……本当によかったか？」

　今度こそ少し照れた様子を顔に出して、改めて明石が聞いてきた。

「ああ……なんていうか。今まで聞いたことがないよ、ああいう歌」

「ラブソングさ」

「ラブソング……」

「本当ならこの星じゃウケない歌さ。なんていうか、もっと男の歌、荒あら々あらしい歌がウケる。

　ラブソングなんて女め々めしいってわけさ」

「…………」

「けど、おかしいだろ！　人間にとってだれかを求めるって大たい切せつなことなのに……それが否ひ定ていされている！　そんな世の中、間違ってると思わねえか!?」

　明石は熱っぽい口く調ちようで一気にまくし立てた。

　だれかに聞いてもらいたくてしょうがない──そんな明石の気持ちがブラッドベリーには伝わってきた。

（……やっぱり似てる……小樽に）

　ブラッドベリーの目の中で、明石の姿と小樽の姿が重なる。

　熱っぽく語る明石──

　熱っぽく語る小樽──

　二人の姿は交こう互ごに現れては消え、消えては現れ……。

　だが、やがて最後に残った姿は──

「……！」

（おた……）

「どうした？」

　明石の声で、ブラッドベリーは我われに返った。

「あ、いや……」

「なんかオレの顔見て、びっくりしたような顔つきになってたぜ」

「そうじゃないさ……」

　ブラッドベリーは自分の膝ひざを抱かかえた。

（そうじゃない……。こいつは明石……白瀬明石……）

「ブラッドベリー!?」

　黙だまってしまったブラッドベリーを明石は怪け訝げんな表情で見つめていた。

「…………」

　しばしの沈ちん黙もく──

「変だよな、オレ」

「えっ？」

　不ふ意いの明石の言葉にブラッドベリーがようやく顔をあげる。

「なんていうかさ……。オレ、初めて逢った、しかもマリオネット相手にこんなに真ま面じ目めな話をしてる……」

「…………」

「夢らしきことも語っちまってさ」

「…………」

「そうさ、夢さ。オレ、歌を作って、それをみんなに聞いてもらうのが夢なんだ。今までの歌じゃない。ラブソングを！」

「明石……」

「今のままじゃいけないんだ！　このままじゃこの星は滅ほろびちまう！　そんなふうに思えるんだ！　だから、オレは歌で……」

「…………」

「でも……ずっと思ってたんだ。オレがいくら歌を作ろうが、なにか致ち命めい的てきな、欠落したものがあるって……。でも、今日わかった」

　明石が真しん剣けんな表情でブラッドベリーを見た。

「おまえに逢って」

「……!?」

「それは女さ。オレたちがまだ出逢ったこともねえ、もう一つの性！」

　ブラッドベリーの瞳ひとみの中で明石は吠ほえていた。荒々しく、そして激しく。足りないものへの渇かつ望ぼう感かんを。自己の求めてやまないなにかに対して。

　ブラッドベリーは見とれていた。明石の純じゆん粋すいさ、そして未来への姿し勢せいに。

「あ……」

　だが、その姿がまた一瞬小樽と交こう錯さくする。

　小樽もまたこんなふうに純粋さと未来を切り開く姿勢を常にとっていた。明石と小樽は同じ種類の人間なのだ。

「ブラッドベリー！」

「……！」

　気がつくと、明石の顔が間ま近ぢかまで接近していた。少し動くだけで触れてしまう距きよ離り。相手の温ぬくもりを感じられる距離。

「オレは！」




　ドサッ……




　明石がブラッドベリーを押し倒した。

　ブラッドベリーの皮ひ膚ふセンサーに河原の地面の冷たい感かん触しよくが伝わってくる。そして、ブラッドベリーの上には逆に熱い肉体が──

「ブラッドベリー……」

「あ……」

　ブラッドベリーは抵てい抗こうしなかった。

　自分をのぞき込んでくる明石の瞳をじっと受け止めていた。

　なにも考えられない。なにも思い浮かばない。頭の中は白、白、白。

「…………」

　明石の顔がさらに接近してきた。

　唇くちびるを奪うばわれる──

　うっすらとそんな思いが頭に浮かんだ。それに対して反応はまるでない。

（あたしは……）

　だが、最後の最後、触れるか触れないかの瞬間に彼は来た。ブラッドベリーの心の中に。

　明石ではない男の姿──

（あ……）

「だめっ！」




　バンッ！




「うわっ！」

　いきなりブラッドベリーが明石を突き飛ばした。

　とっさのことで手て加か減げんしていなかったため、明石の身体からだは大きく宙に浮き、数十メートル向こうまで飛ばされる。

　下が柔らかな草地でなかったら大けがしているところだ。

「ご、ごめん、明石！」

　我に返ったブラッドベリーが慌あわてて明石のもとに駆かけ寄った。

「いてて……」

「ごめん、明石！　あたし、なんてことを……」

「いや、いい。それより、ブラッドベリー、おまえ……」
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「えっ!?」

　明石とブラッドベリーの目があった。明石はなにか悟さとったような視線を、ブラッドベリーは動どう揺ようした視線をそれぞれに向けていた。

　だが、お互いがその意味を知る前に二人だけの世界は破られた。

「見つけたぞ、明石！」

　またあの男たちだった。

　が、今度は男たちだけでない。横にマリオネットが数体。それも戦せん闘とうタイプ──セイバーだった。

「あれは……橘きつ花か!?」

　ジャポネス軍正式採用のセイバー『橘花』──『桜おう花か』の発展型で、パワーはおよそ四倍にも達する。

「やれ、橘花！　明石の横にいるマリオネットを排はい除じよしろ！」

　男の声に、橘花はいっせいにブラッドベリーめがけて向かってきた。

「ブラッドベリー！」

　明石の悲痛な声が響ひびいた。
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「助かったぜ、パンター」

　小樽はパンターと一いつ緒しよにいた。

　あのルクス、チェリー、ライムが入り乱れている現場からパンターが連れ出してくれたのだ。有う無むを言わさずいきなり背後からかっさらうという、いささか乱暴な行動だったが。

「ま、まあな」

「ところでよォ、なんでこんなところに？」

　パンターが小樽を連れてきたのはさっきまでいた場所とは反対側の社しや殿でん横にある小屋の中だった。神社の物置らしい。

「い、いや……」

　パンターはさっきからそわそわしていた。いつものパンターらしからぬ反はん応のうだ。

「おい、パンター？」

　怪け訝げんに思って、小樽がパンターの顔をのぞき込んだとき、パンターは急に反応した。

「あのな、小樽！」

「うわっ！」

　突然の大声にいきなり小樽はのけぞる。

「な、なんだ、パンター、いきなり!?」

「あのな……さっきのルクスがやっていたこと……あーいうの、小樽は好きか!?」

「いっ!?　見てたのか、おまえ？」

「どうなんだ、小樽！」

　パンターは真剣だ。

「あ、いや……だから……その……」

「やっぱり男はああされるのが好きなんだろ！　な、小樽！」

「いや、だから……」

「小樽、その気になってたもんな！　な！　な！」

「なにが言いたいんだ、なにが!?　パンター！……いっ!?」

　小樽は目を見張った。

　なんと、パンターがルクスと同じように浴衣ゆかたの前をはだけて立っていたのだ。あらわになっているのはレースの白の下着。

「ち、ちょっと待て、パンター！」

「小樽に気に入られたいと思って……」

「だから待てってば！」

「オレがこんなことするの……変だろ？」

「いや、変じゃないけど……ああ、オレはなにを言ってるんだ!?」

　パンターは悩ましげに小樽を見た。




　ドキッ……




　それは今まで小樽が見たどんなパンターよりもかわいらしかった。

「小樽……」

「あの、その……」

「オレだって女なんだぜ」

　パンターが小樽の首に手を回して抱きついてきた。

「あ……」

　かすかに身体が震えている。やはり恥はじらいだ。

　日ひ頃ごろつっぱっているパンターだけに、こういう攻撃に男は弱い。

　そして、もちろん小樽は男だ。

「小樽」

　パンターがゆっくりと顔を近づけてくる。

　そして、小樽もほとんどその気になりかけたとき──




　バリバリバリバリバリバリバリバリッ！




　いきなり天てん井じようを破って三つの影が飛び込んできた。

「小樽様！」

「小樽ぅ！」

「マスター！」

　怖い顔した三人の少女──もちろん、ルクス、ライム、チェリーだ。

「わ、おまえら！」

　小樽は我わが身を振り返ってジタバタ。

　反対にパンターはすっかりいつもの調子に戻ってこちらも怖い顔だ。

「おめえら、なんでここに！」

「そんなことどうだっていいじゃない！　それよりパンター、抜け駆けは卑ひ怯きようよ！」

「そうだ、そうだ！　小樽はボクのもんだい！」

「いいえ、マスターはあたしのです！　ね、マスター！」

「黙れ、ガキ！」

「なんですって！」

「小樽様、この人たちは放ほうっておいて、私と神社の裏に！」

「ああ、小樽はボクのだってば！」

　てんや、わんや。

　小樽そっちのけで争いは続く。

　四人が争っている間に小樽はそっと戸口から抜け出した。

「くわばら、くわばら」

　小樽が駆け出していくさまを一人見つめている影がある。ティーゲルだ。

「小樽も災さい難なんだねぇ……」

　ティーゲルは小屋の中を見た。

　四人の争いはいつ果てるともなく続いている。

「まったく……」

　ティーゲルは大きくタメ息をついた。
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　勝負は……あっという間についた。

　大地に転がるのは橘花の残ざん骸がい。

　男たちも、明石ですらも、呆ぼう然ぜんとした表情で立ちつくしている。

　パンパンと手をはたきながらブラッドベリーが言った。

「まだやるかい？」

　男たちのほうを見て、ズイッとブラッドベリーが一歩前に出る。

「ひっ！」

　男たちはその場にヘナヘナと座すわり込んでいた。

「ったく、明石、こいつらはなんだい？」

「……先生だよ」

「は？」

「オレの学校の教師さ」

「ええっ？」

「オレは……ジャポネス高等政治専門学校の生徒なんだ」

「ああん!?」

　一般にジャポネスの人間たち──クローンは工場で製造（！）された後、幼児舎、尋じん常じよう小学校を経へて、その能力に応じて各専門学校に分けられ、一人前の町民となる。

　その中でジャポネス高等政治専門学校は将来ジャポネス政府の中ちゆう枢すうを担になうエリート中のエリートを教育する学校だった。幼少の頃から選えりすぐり、いずれも優すぐれた素そ質しつの持ち主しか残されない。

　ただ、若い頃からさまざまな機密を教え込まれるため、外出すらままならない青春を送らねばならなかった。逃げ出せば機密保持のため、必ず連れ戻される。

　明石はそこの生徒で、窮きゆう屈くつな生活に嫌いや気けがさして逃げ出して来たのだった。

「オレは歌が歌いたかったんだ。ブラッドベリー……おまえに聞かせたような歌を……」

「明石……」

「オレ、帰るわ、学校に。逃げててもしょうがないしな」

「…………」

「正直言うと、学校が窮屈に思えたっていうよりも、思ったとおりの歌ができなくていらいらしてたのさ。けど……」

「けど？」

「今なら学校に戻ってもいろいろ歌が作れる。窮屈だ、窮屈だって思ってたけど、考えてみれば外よりはよっぽど待たい遇ぐうがいいんだぜ、あそこは。ただ、慣れちまって……オレ自身追いつめられてて……逃げてきちまった……」

「…………」

「おまえに逢あえてよかったよ、ブラッドベリー……最後は残念だったけどな」

「明石……あたしは……」

「ブラッドベリー……オレを通して別のだれかのことをずっと考えてただろ」

「！」

「おまえ、マリオネットだもんな。ご主人がいるってわけか」

「あたしには……」

「幸せだな、そいつ！　もっとも幸せすぎて、自分がどれだけ幸せなのか忘れちまってるかもしれねえな！　チクショー！」

「……！」

　それは衝しよう撃げき的てきな言葉だった。

　ブラッドベリーは明石の言葉を、小樽に対してではなく、自分に当てはめていた。

　幸せすぎて忘れてしまった──

「明石……あんたに逢えてよかったよ」

　ブラッドベリーはどこかすまなさそうな表情で言った。それは彼を受け入れることができなかったことの謝しや罪ざいに思えた。

「やめろよ、ブラッドベリー、そういう顔は！」

　少しきつい調子で明石は言った。ブラッドベリーの気持ちを明石は敏びん感かんに感じ取っていた。

　同情なんてまっぴらだ──明石の顔はそう言っていた。

「明石……」

「ブラッドベリー、またな」

　満面笑みを浮かべて明石は手を振った。それは明石にとって負まけ惜おしみと同時に、ブラッドベリーを思いやった行こう為いだった。心からの笑顔。ブラッドベリーの気持ちがこれでどれだけ救われるか。

　男たちとともに去っていく明石の姿をブラッドベリーは見つめていた。

　頰ほおを涙が伝っていた。
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「どうしたんだ、ブラッドベリー、こんなところで？」

　どのくらい経たっただろう。

　ブラッドベリーが声に振り向くと小樽が立っていた。

「小樽……!?」

「どうしたんだ、そんな素すっ頓とん狂きような顔して？」

「……小樽」

　いきなりブラッドベリーは小樽に抱きついた。

「わ、なんでえ、なんでえ、おまえまで!?」

　さっきまでのことがあり、小樽は思わず身を硬かたくする。

　が、ブラッドベリーは小樽に抱きついたまま、それ以上なにをしようというのでもなかった。

「ブラッドベリー……？」

　嗚お咽えつが聞こえてくる。

　ブラッドベリーは泣いていた。

「…………」

　事情はよく知らない。が、こういうとき男にできることは──

「あ……」

　小樽は力を込めてブラッドベリーを抱きしめていた。その力強さはブラッドベリーの心のなにかを突き破る。

「小樽ぅ……」

　ブラッドベリーは声をあげて泣いた。




　ようやく泣きやんだブラッドベリーは小樽の顔をそっと見る。

　おろおろするでもなく、小樽はじっとブラッドベリーを見つめていた。

「なにがあったか知らねえけど……大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん……」

「泣くときはとことん泣いたほうがいいもんな」

「小樽」

「ん？」

「あたしのこと好きかい？」

　いきなりブラッドベリーが聞いた。真剣な表情で。

　さっきまでのこともある。小樽はうろたえてもおかしくなかった。

　けれど、小樽も彼女たちとの生活の中で、このときの答えが特別であることを学んでいた。

「好きだぜ」

　小さな声で小樽が言った。照れた様子ではなく、真剣な目でブラッドベリーを見て。

「…………」

　その瞬間、ブラッドベリーの心の中に温ぬくもりが広がった。

「さ、帰ろうぜ」

　小樽が歩き出す。

　ブラッドベリーはしっかりとついていった。その小樽の背中に。

「小樽……女はさあ、ときどきちゃんと言ってもらわなきゃだめなんだよ」

「あん？」

「女の心はいつも不安定なんだからさ！　ときどき確認しなきゃ自分が幸せかどうかわからなくなっちまうのさ」

「ふ～ん……」

　気のない返事を繰くり返す小樽に、ブラッドベリーは次から次へと話しかける。

（幸せ……ってこのことだよね）

　歩きながらブラッドベリーはそんなふうに思っていた。

　明石の顔は浮かばなかった。
















第三章　チェリーが子供を産んだ日!?
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　小お樽たるはなにかしたかった。ライムたちが女性の心を育てるために。

　西安シーアンのホスト・ローレライは今までどおりでよいと言ったけれど、なにかしないではいられないのが小樽の性格だ。

「やるぜ、オレは！」

　小樽は勇いさんで決けつ意いし、すぐにそれを実じつ行こうした。

　ライムたちがその日、クローン製せい造ぞう工場にやってきていたのはそういう理由からである。

「赤あかん坊ぼうってやつを見りゃあ、あいつらもなんか感じるだろうぜ」




　女性とは子供を産む者である──すでに伝説と化しているこの事じ実じつは、テラツーに住む者ならば必ずや教育の場で一度は習う。しかし、彼らがそれを現実に即そくして理り解かいすることはなかった。彼らにしてみれば、子供とはクローン工場で製造（！）されるものだからである。

　製造された赤ん坊たちは自みずからの力で動くことができるようになるまで──すなわち、ハイハイができるようになるまで工場で育てられる。この間の仕事に従じゆう事じする者たちのことを〝うば〟というが、それがどのような意味を有するのか、すでにその仕事に従事している者すらも理解していなかった。ジャボネスに至いたっては工場の正面に〝乳う母ば〟という文字が大きく書かれていたにも拘かかわらず。

　製造後二年で子供たちは三つのグループに分けられ、その中の一つのグループは求めてやってきた者たちに引き渡わたされる。求めてくる者は純じゆん粋すいに父ふ性せい愛あいに目め覚ざめ、子供を育てたいという欲よつ求きゆうに駆かられた者たちで、こういった人間にもらわれた子供は幸運にも〝家か族ぞく〟というものを体たい験けんできるようになる。中には同じ系けい列れつのクローンを後こう年ねんに求め、〝兄弟〟というものを成せい立りつさせる親もいる。もっとも、それほど父性愛に目覚めていない他人からすれば、ただの酔すい狂きような道どう楽らくとしか認にん識しきされなかったが。

　残った二つのグループのうち、一つはエリートとして、軍人、政せい治じ家か、官かん僚りようになることを義ぎ務むづけられる。これはこれで過か酷こくだが、最後の一つのグループがもっとも惨みじめであるといえた。彼らはそのまま施し設せつに引き取られ、そこで育つ。学校へもそこから通い、十三歳になったとき、否いや応おうなく社会に放ほうり出されるのだ。そのほとんどが最さい下か層そうの長なが屋や住まいとなり、上に行く者はわずかしかいなかった。なぜそんな薄はく情じようなことをするかというと、そうでもしなければジャポネスの人口を維い持じできないためだ。国家によって養やしなわれる人間は限かぎられる。いかに労ろう働どう力りよくとしてのマリオネットがあるからといって、国家の力は最後はやはり〝人〟ということになる。情というものを抜きにした、国家維持のための方ほう策さくだった。

　小樽はその最後のグループに入っていた。生活は過酷で想そう像ぞうを絶ぜつする惨めさも味わったことがある。が、それでも明るく、まともな性格でいられたのは、小樽の入った傘かさ張はり長屋の住人たちの気き質しつと、小樽本人の資し質しつに因よる。もっとも小樽のような例はまれで、社会に適てき応おうできない人間も数多く排はい出しゆつした。すべては女性というもう片方の性別のいない弊へい害がいであった。
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「これは……」

　広いフロアに並ならんでいるのは試し験けん管かんのようなガラスの管くだである。そのいずれにも特とく殊しゆな溶よう液えきが満たされており、中には小さな細さい胞ぼう片へんがあった。

　次のフロアに行くと、ガラス管は前の部へ屋やのものより太くなっている。その中にも有ゆう機き体たいがある。さきほどの小さな細胞片よりも大きい。そして、大ざっぱな形ながら、頭と四し肢しらしきものがある。
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　その次のフロアに行くと、ガラス管の大きさはさらに太く長くなる。その中にあるのは、もう完全に生物の形をしている。頭、手足……が、驚おどろくべき事に尻しつ尾ぽまであった。生後二週間の〝ヒト〟である。たとえ、クローン技ぎ術じゆつを使って〝ヒト〟を作り出したとしても、遺い伝でん情じよう報ほうなのか、母ぼ胎たいでの成長過か程ていと同じように、〝種たね〟からかつて人類がたどった進しん化かをしていく。魚類、両りよう生せい類るい、爬は虫ちゆう類るい、ほ乳にゆう類、そしてヒト──

「…………」

　工場の見学コースを進んでいくうちに、セイバーマリオネットたちは無む口くちになった。小樽と出かけることを単たん純じゆんに喜んでいたライムですら。

　彼女たちの顔に表れていたのは哀かなしみ、そして怒いかりだ。

「どうしたんでぇい、おめえら？」

　小樽としてみれば、女性がかつて子供を産んだという認識がある。そのため、ここに連れてくればそれなりのノスタルジィに駆かられるだろうという考えがあった。もしかすればそれがさらなる女性の心を育てるかもしれないという計算だ。

　しかし、事じ態たいは小樽が考えていた以上の効こう果かを引き起こしたようだった。しかも、悪いほうに。

「こんなの違います……間違っていますわ！」

　チェリーがポツリとつぶやいた。怒りを必ひつ死しに内に隠かくしたまま。

　が、その秘ひめたる怒りは到とう底てい隠しておけるほどの大きさなどではなく、強きよう烈れつでしかも感情的なものであった。

「お、おい、チェリー？」

　そのことに気づいたのだろう。チェリーのほうを見た小樽の声も動どう揺ようしている。小樽からすればチェリーの怒りの理由がもう一つ理解できなかった。

　一方、怒りを発したチェリーも怒りに身を浸ひたしたと同時に大いなる困こん惑わくに襲おそわれていた。

　果はたして自分はなぜ怒おこっているのか──

　いや、チェリーだけではない。同様の怒りと困惑はその場にいた六人のセイバーマリオネット全員にあったのだ。乙女おとめ回かい路ろを持つ彼女たちの中で、なにかがその不自然さに怒っていた。けれど、彼女たちの自じ我がはその怒りに困惑している。

「ともかく違うんです、マスター！　本来なら決してこんな形で人間が産み出されていいわけないんです！」

「えっと……なんていうか、もう一つわかんねえんだ、そこんとこが。もちろん本当の人間はこういうふうに子供を作るってもんじゃねえことくらいオレも知ってる。けど、これじゃあいけないっていうところが……」

「それは……」

　一いつ瞬しゆんためらったチェリーだったが、意を決したように口を開いた。

「自分でもわからないんです。なんでこんな感情に襲われたのか。乙女回路の中のどの感情機き構こうが動どう作さしたのか、それすらわかりません。でも……でも一つ言えることは、このままじゃいけないということです！」

「このままじゃいけない？」

「人が人であることを忘れさせるようなこんな形は絶ぜつ対たいにあってはならないんです！　ここを見て、マスターはどう思われます？」

「えっ？　えっ!?……えっと、なんていうか……結けつ構こうこんなもんだと思ってたけど……」

　小樽はしどろもどろになって答えた。チェリーたちの顔を見ていると、そう答えることは悪のような気すらしてくる。

　案あんの定じよう、セイバーマリオネットたちの表情は硬かたいものになった。

「小樽……」

「マスターですら……」

「お、おい、ちょっと」

　なぜか後ろめたい気持ちになって、小樽は必死にその場を言い繕つくろおうとした。

「ははは……し、しかし、なんだな。機き械かいであるおめえさんたちにそういうことを教えられるとは……」

　言ってから小樽は慌あわてて口をふさぐ。

　ライムもチェリーも、ブラッドベリーも、ティーゲルも、ルクスも、パンターも……全員が愕がく然ぜんとした表情で小樽を見つめていた。

　〝機械であるおめえさんたち〟──それは彼女たちにとって忘れていたい事こと柄がらだった。女として日々小樽に認みとめられたい──そう考えてきた彼女たちだった。そして、小樽はそう思ってくれていると信じていた。

　それがなにげなく出た一言でガラガラと崩くずれ始めていた。

「あ、あの……」

「…………」

　気まずい雰ふん囲い気きが一同を覆おおった。

　焦あせる小樽と、無口になった彼女たちはそのまま次の部屋に入っていった。

　だが、そこは──




　オンギャア、オンギャア、オンギャア……

　泣き叫さけぶ赤ん坊たちがずらりと並ならんでいる。

　白はく衣いを着て、さらには耳みみ栓せんをしてその赤ん坊たちに応おう対たいしているのは〝うば〟と称しようされる男たちだ。ジャボネスの国家公こう務む員いん。

　しかし、そのなんと愛情のない仕事ぶりだろう。

　彼らは次々と赤ん坊たちにミルクの出るチューブをくわえさせていく。乱らん暴ぼうな手つきだ。赤ん坊が泣きわめいたとしても構かまわず作業を続けていく。そのほかにもむずがる赤ん坊は無む理り矢や理り睡すい眠みん剤ざいを注ちゆう射しやして眠ねむらせ、ポンポンとまるで物かなにかのようにケースに入れて部屋の隅すみに積つみ始める。

「あああ……」

　セイバーマリオネットたちは呆ぼう然ぜんとその場に立ちつくし、彼らの所しよ業ぎようを見つめていた。

「まったくめんどくせえよな」

「うざったい……」

　そんな声が聞こえてきそうな表情で彼らはそれこそ機械的に仕事をこなしている。

　ちょうどそのとき、一人の赤ん坊が暴あばれてミルク台から落ちてしまった。しかし、だれもそれを助け上げようとする者はいない。それどころか、移い動どうに邪じや魔まとばかりに足でわきに蹴け飛とばそうとする者まで出る始し末まつだ。

　それを見て、最初にチェリーがキレた。

「なんてことするのよ！」

「なんだ!?」




　ドカッ！




　いきなりチェリーが赤ん坊を足あし蹴げにしたうばを殴なぐり飛ばした。

「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　うばは大きく飛んで、反対側の壁かべにめり込む。

「なにしやがる！」

　荒あら々あらしく他の白衣の男たちが叫び、チェリーのもとに殺さつ到とうする。

　が、そのときには他のセイバーマリオネットたちも動いていた。

「おらおらっ！」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」




　ドガッ！　バキッ！　グシャッ！




「ぐえええ……」

　うばたちは全員吹ふっ飛ばされ、壁に標ひよう本ほんのようにくっついている。

「わぁぁぁぁっ、おめえら！」

　小樽の焦あせった声が響ひびきわたった。
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「ったく、なんてことしやがるんだ！」

　小樽はカンカンになって怒ど鳴なっていた。前にはシュンとなったセイバーマリオネットたちがそろっている。

　小樽たちはすでに傘かさ張はり長なが屋やに戻ってきていた。あのクローン工場での騒そう動どうは結けつ局きよくバトセイバーまで出しゆつ動どうする事じ態たいとなったのだ。

　将しよう軍ぐん──玉たま三さぶ郎ろうの取りなしで、なんとか収おさまるには収まったが。

「だって……」

「だってもクソもねえぜ！　将軍様が取りなしてくれたからいいようなものの！　もうちょっとでこのジャポネスにいられなくなるところだったぜ！」

「…………」

「クローン工場ってのはこのジャポネスでもっとも大たい切せつなところだぜ！　そのくらいわからねえのかい！」

「でも……」

　セイバーマリオネットたちはあくまで不ふ満まんそうだった。いくら小樽に怒おこられてもこれだけは納なつ得とくいかないらしい。

「赤ん坊をあんなふうに扱あつかうなんて、許ゆるせなかったんですわ」

　チェリーの言葉もカーッとなっている小樽の耳には入らない。

「だからって！」

「小樽は平気なの!?　赤ちゃんがあんなふうになってて」

「えっ？　ライム!?」

「小樽様、やっぱり人間があんなふうに作られるのは間違ってますわ。この世界の矛む盾じゆんはすべてあそこにあります」

「ルクス!?」

「小樽、あたしだって女さ。女として……あれは許せないよ」

「ブラッドベリー!?」

「オレ……なんかあれ見てたら悲しくなっちまったぜ」

「パンター!?」

「小樽……今回だけはいくら怒られてもあたしたちは反はん省せいしないよ」

「ティーゲル!?」

　小樽が全員を見回した。全員の視し線せんが小樽に向かっている。どこか小樽のことを非ひ難なんしているような、そんな印いん象しようさえ受ける。

「てやんでえ！　勝かつ手てにしやがれ！」

　いきなり小樽は怒鳴ると、戸口に向かった。




　ガラッ！




「しばらく帰らねえ！」

　荒々しく引き戸を閉めて、小樽の姿すがたは消えた。

「…………」

　残されたセイバーマリオネットたちはしばらくの間、黙だまったまま立ちつくしていた。

「小樽、怒らせちゃったね……」

　ポツリとライムが言う。それはそれでセイバーマリオネットたちにとって悲しいことだったが、今回はそれ以上の悲しみがあった。小樽が自分たちの気持ちをもう一つ理解してくれていないことだ。

「小樽も完全じゃないんだよ」

　ティーゲルが言った。

「あたしたちと同じさ……」

「…………」

「でも、どうする？　この分じゃ、とてもあのことは言えねえぜ」

　パンターが全員を見回して言った。だれもなにも言わなかった。

　〝あのこと〟、それは──




　ガラッ……




　小樽の住む傘張り長屋には空あき部べ屋やがある。

　その空き部屋の扉とびらを開けて、中に入ると、そこには十数人ほどの赤ん坊がスヤスヤと眠っていた。

　赤ん坊の悲ひ惨さんな状じよう況きように怒ったチェリーたちが、どさくさに紛まぎれて連れて来てしまったのだった。




　　　　４




「てやんでえ……」

　トボトボと小樽は街まちを歩いていた。

　考えてみればセイバーマリオネットたちと喧けん嘩か状じよう態たいに陥おちいるなんて初めての経けい験けんだ。

　戸と惑まどいとえも言えぬ寂さびしさが小樽の中にあった。

「なんだっていうんでえ、まったく……」

「おったぁるクゥ～ン！」

　歩いている小樽を見つけて、花はな形がたが近ちか寄よってくるが、小樽は気づかない。いや、あるいは気づいていたかもしれないが、とても相手をするような気分ではなかった。

「ふぅ……てやんでえ……」

「ねえ、小樽クゥ～ン！」

「ふぅ……」

「小樽クゥ～ン！　なに悩なやんでいるんだい？　愛するキミが悩む姿に、ボクはとても耐たえられないよ！　その悩み、このボクと分かち合おうじゃないかっ！」

「う～ん……」

「小樽クゥン！　わかったよ！　キミが一人で悩みたいというなら止めないよ！　せめて、このボクの熱きベーゼを！　ん～～～……」

　唇くちびるを突き出して花形が迫せまってくる。

「いいかげんにしやがれっ！」




　ドゴッ！




「むががががが……」

　直ちよく前ぜんで、小樽の鉄てつ拳けんが花形の顔がん面めんにめり込んだ。

「あ～ん、もう、小樽クンのイケズぅ！」

「人が黙だまってりゃあ……うるせえんだよ、おめえは！」

「でもさ、小樽クン、いったいなに悩んでいたんだい？」

「あん？　ああ、ちぃっとばかしな……赤ん坊のことで」

「ええっ!?　赤ちゃん！」

　なぜかいきなり花形の目がハート形になる。

「そうか、小樽クン、ようやく決心してくれたんだね！」

「あん？　花形、なに言ってんだ？」

「わかったよ、小樽クン！　キミのためにボク、産むよ！　キミの子を！　さあ、小樽クン、ボクと一いつ緒しよに子供を作るんだぁぁぁっ！」

　花形が上半身服を脱ぬぎ捨すてて、小樽に抱だきついた。

「アホか！」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォッ！




　そのまま小樽は花形の頭を地面にめり込ませる。

「むががが……」

「バカヤロー！　男が子供を産めるかってんだ！」

　そう花形を怒ど鳴なりつけて、小樽はハッと気づいたのだ。

　男は子供を産めない──という基き本ほん的てきな事じ実じつに。子供を産めない男と、子供を産む女。身体からだは機械でも心は女である、乙女おとめ回かい路ろを持つセイバーマリオネットたち──

「オレにゃあ、わかんねえことなのか……？」

　赤ん坊に対する気持ち。今の小樽にはまだまだ希き薄はくだ。

　子供というものが実じつ感かんとしてわかないのだ。それに関しては、チェリーたちのほうがより深い印いん象しようを抱いだいているらしい。

「子供でも作らなきゃわかんねえかな、こりゃ……」

「だから、ボクと一緒に作ろうってば！」

「やかましいっ！」




　ドゴッ！




「むが……」

　ふたたび花形の頭が地面にめり込んだ。




　　　　５




　オンギャア、オンギャア、オンギャア……

　傘張り長屋は大おお騒さわぎだった。住人たちは何事かとその赤ん坊の泣き声が響いてくる部屋の前に集まっている。そう、空き部屋のはずのそこでは、今まさにセイバーマリオネットたちの子育て大作戦が始まっていたのだ。




「きゃー、なに、なに？」

「ねえ、泣いてる！　泣いてるよ！」

「わーっ、変なとこ引っ張らないで！」

「こいつ、もらしてるぞ！」

　六人のセイバーマリオネットたちは十数人の赤ん坊を前に苦く戦せんしていた。当たり前のことだが、赤ん坊が人に気を使うことなんかない。彼らは寝ねて、泣いて、ミルクを飲んで、ウンチとオシッコをするという行こう為いを繰くり返すのみだ。

　チェリーたちはまず乙女回路内に格かく納のうされたデータベースから赤ん坊の世せ話わのデータを得えるところから始めていた。

「まず、赤ん坊にはミルクをあげるのよ！」

　チェリーが重おも々おもしく言う。

「ミルク？　牛乳のこと？」

「違う、違う！　本当は母ぼ乳にゆうがいいんだって」

「母乳？」

「人間の女の人は子供を産むとオッパイからお乳ちちが出るのよ。本来赤ん坊はそれを吸すって育つの」

「は～ん、オッパイねえ……」

　いきなりブラッドベリーが服の前をはだけた。

「ブ、ブラッドベリー!?」

「ほら、オッパイだぜ！」

　赤ん坊を一人抱きかかえて、はち切れそうな自分の胸むねを近づけてみる。すると、赤ん坊はちゃんと乳ち首くびに吸い付いてきたではないか。

「きゃははは、くすぐってえ！」

「ブラッドベリー！」

「でも不ふ思し議ぎだよな。こいつ、安心したような顔して吸い付いてるぜ」

「えっ？」

　ブラッドベリーの言うとおり、赤ん坊は静かに乳を吸っている。

　そんな赤ん坊の顔を見たとき、新しん鮮せんな感動が他のセイバーたちにも起こっていた。

「オレもやってみよう」

「私も」

「……あたしも」

　パンター、ルクス、ティーゲルまでもが、赤ん坊を抱きかかえて、その前に胸を出した。

「ちょっと、みんな！」

「ボクも、ボクも！」

「ライムまで！」

「チェリーもやったら？」

「バカ、チェリーじゃあ、赤ん坊に吸い付かせる胸もねえよ！」

「なんですって！」

　だが、そうこうしているうちに、いくら吸っても母乳の出ないことに気づいた赤ん坊たちが泣きだす。




　オンギャア、オンギャア、オンギャア……




「わあっ!?」

「ほら、ごらんなさい！　格かつ好こうだけ決めてもだめ！　ちゃんとミルクをあげなきゃ！」

「しょうがねえ……そのミルクとやら、クローン工場ならあるだろう。とってくっか」

　パンターとティーゲルが立ち上がり出ていった。

「あとは布ふ団とんとおむつよ！」

「布団はわかるけど、おむつって？」

「赤ちゃんは大人と違って、オシッコやウンチが自分でできないの。だから、オシッコやウンチをもらしてもいいように、ちゃんと下半身に布をまいてあげなくちゃ。それをおむつっていうのよ」

「はぁ～ん……」

「ライムにブラッドベリー！　やわらかい布を集めてきて！」

「はーい！」

「わかったぜ！」

　ライムとブラッドベリーも飛び出していく。

「ルクス、その間にあたしたちは赤ちゃんの身体からだをお湯で洗ってあげましょう！」

「それがチェリーさん、この子、いつまでも私のオッパイから口を離はなしてくれなくて」

「あのね……」

「小樽様にも今度、私のオッパイをあげてみようかしら」

「いいかげんにしなさい！」

　結けつ局きよく、ミルクとおむつがそろって、赤ん坊の世せ話わが一通り完かん了りようするまで、夕方までかかったのだった。




「ふひぃぃ……」

　赤ん坊たちは並ならべられた布団の上でスヤスヤと眠ねむっている。その前で六人のセイバーマリオネットたちは疲つかれたように座すわり込んでいた。

　彼女たちは機械であるからして、別に身体が疲れたわけではない。気疲れしたのだ。普ふ通つうの心と同じ乙女回路には、精せい神しん的てきな疲れというものが存そん在ざいした。

　疲れてはいるが、それでも彼女たちには充じゆう実じつ感かんがあった。

「赤ちゃんってやわらかいね」

　赤ん坊を見つめながらライムが言った。

「ええ」

「ボクも……小樽との子供が欲ほしいな」

「えっ!?」

　何なに気げなくつぶやいたライムの言葉に全員が反はん応のうする。そんなディープな言葉がライムから飛び出した衝しよう撃げきもあったが、それ以上に言葉そのものの意味が各かく人じんの心の琴きん線せんに触ふれた。

　小樽との子供──

　一いつ瞬しゆんの後、全員が想そう像ぞうの翼つばさをはためかせていた。




（マスターとの子供……）

　気がつくと、チェリーはいつの間にか赤ん坊を抱いている。横にいるのは小樽だ。

「あ、マスター」

「チェリー、その言い方はよしてくれ。オレたちは夫婦めおとなんだぜ！　ほら、こうして子供までできたじゃないか！」

「あ……はい、あ・な・た」

「チェリー！」

　抱き合うチェリーと小樽。そのとき、いきなり赤ん坊が泣き出す。

「あら、ミルクの時間だわ」

　チェリーは服の前をはだけ、赤ん坊に乳を吸わせる。赤ん坊はチェリーの胸の中で幸せそうだ。

「あたしたちの赤ちゃん……」

「チェリー……ところでお願いがあるんだけど」

「なんですか、マスター……じゃなくて、あ・な・た」

「あのさぁ……オレもオッパイが吸いたぁ～いっ！」

「ああん、だめ！　それは赤ちゃんのですぅ！」




　そういうわけで、毎まい度どワン・パターンのチェリーの妄もう想そう──

　が、妄想から我われに返ったとき、チェリーは愕がく然ぜんとならざるを得えなかった。ある強きよう烈れつな事実が心に思い当たったからだ。




『機械であるおめえさんたち』




　昼間の小樽の声がチェリーの頭の中に響く。

（そうよ……あたしは機械なんだ……）

　機械であるチェリーには小樽との子供など望のぞむべくもない。

（あたしは……）

　呆ぼう然ぜんとチェリーは顔を上げた。

　偶ぐう然ぜん、ティーゲルと視し線せんが合う。

　ティーゲルもチェリーとまったく同じ表情をしていた。

「気づいちまったかい、チェリー……」

「えっ!?」

「あたしらは所しよ詮せん、小樽の子供が産めないってことに」

「…………」

　悲しいが事実だった。少なくとも今のままでは。

「……あたし、マスターの子供が産みたい」

　哀かなしみが全身を覆おおう。まだ見たことがない人間の女性というものがこれほどうらやましく感じたことはなかった。

（人間の女……あっ！）

　かつて、ジャポネスのローレライがセイバーマリオネットたちに言った言葉が急に思い出される。




『いつか本当の女になれる』




（女になれる……どういうこと？　あたしが人間の女になれるってこと？　マスターと子供を作ることができる生なま身みの身体になれるってこと？）

　小樽の目め指ざす『女性復ふつ活かつ』──それがもし、チェリーたちに生身の身体が与あたえられることだとしたら。

「そんなこと……できるの？」

　一つの大いなる疑ぎ問もんがチェリーの脳のう裏りを占しめようとしたときだ。




　オンギャア！　オンギャア！




　いきなり赤ん坊が泣き出した。一人が泣き出すと、連れん鎖さ反はん応のうのように全員が泣き出す。




　オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア……




「わっ、ちょっといきなり！」

「こ、こら、泣くな！」

「はーい、いい子、いい子！　ほら、高い、高ぁ～い」

　慌あわてて赤ん坊をあやすが、彼らはぜんぜん泣きやまない。

　さらにそこへ──




　ガラッ！




「こ、こ、こりゃいってえどういうことでぇい!?」

　小樽が驚きよう愕がくの顔で飛び込んできた。

　長屋の自分の部屋に戻もどってきた小樽は、赤ん坊の声を聞いてすっ飛んできたのだ。

「わっ、小樽！」

「小樽様!?」

「マスター!?」

「やばい、逃にげろっ！」

　叫さけんだのはブラッドベリーだった。

　次の瞬しゆん間かん、彼女たちは赤ん坊を抱きかかえると、長屋の天てん井じようを突つき破やぶって飛び出した。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！　ティーゲル！　ルクス！　パンター！」

　小樽の声が響いてくる。

　よく考えてみれば逃げだすこともなかったのだが、つい勢いきおいで逃げてしまったのだ。

　彼女たちは四方にバラバラに飛び去さった。

　チェリーもまた赤ん坊を一人抱かかえて、陽ひの沈しずんだジャポネスの街まちへと消えていった。




　　　　６




　チェリーは夜のジャポネスの街をとぼとぼと歩いていた。

　弾はずみとはいえ、逃げてきてしまった以上、小樽のもとに簡かん単たんには帰れない。

（どうしようかしら……）

　腕うでにはもちろん赤ん坊を抱かかえている。あれほどの騒さわぎがあったにもかかわらず、赤ん坊はすやすやと眠ねむっていた。

（よく寝てるわ……）

　しばし歩あゆみを止めて、チェリーは赤ん坊をじっと見つめていた。

　ぷくぷくと膨ふくらんだほっぺ、小さな小さな手、柔やわらかそうな髪かみの毛……見れば見るほどに愛あいくるしい。

「なんてかわいいの、もう……」

　思わずチェリーは赤ん坊を抱だきしめた。チェリーの母ぼ性せいは完全に最高値に到達している。これも乙女おとめ回かい路ろのなせる業わざ。

「こうなったら、この子はあたしの手で育そだててみせるわ！　そして……」

　ボーッとチェリーは妄もう想そうの世界に入り込んでいった。いきなりの展てん開かい──




「おーよしよし……泣くんじゃないのよ」

　そこはやはり長なが屋やだ。しかも、傘かさ張はり長屋よりももっとうらぶれた。

　部へ屋やの中でチェリーが赤ん坊を抱いて、あやしている。チェリーはどこか疲つかれた表ひよう情じようでつぎはぎだらけの服を着ていた。まさにどん底ぞこ極きわまれりといった感じだ。

　どん底生活の中で、必ひつ死しに生きている親子──というシチュエーションらしい。

「ねんねんころり、ねんころろん～……だれも恨うらんじゃいけないのよ。あたしたちは親子二人、世せ間けんの冷たい風を受けながら、生きていかなきゃならないの」

　そう言うと、チェリーはぎゅっと赤ん坊を抱きしめた。

「収しゆう入にゆうといえば、あたしのわずかな内ない職しよくだけがたより……」

　ご丁てい寧ねいにも畳たたみの上には作りかけの造ぞう花かが積つんである。

「あの人さえいてくれれば……よしましょう。言っても詮せん無ないことだもん。父親がいなくとも、その分あたしが愛をあげる！　あなただけが生いき甲が斐いなのよ、あたしにとって！」

　完全に演えん歌か調ちようである。しかも売れないパターンだ。

「ああ、なんてかわいそうなのかしら、あたしたち。よよよよよよ……」

　それは自じ己こ陶とう酔すいの世界。今回のチェリーの妄想は悲ひ劇げきの主しゆ人じん公こう、完全なりきりストーリー──であった。

　が、そのとき、いきなり引き戸が開けられる。

「チェリー！」

　飛び込んできたのは小樽だった。

「おまいさん!?」

　驚おどろくチェリーの前で、いきなり小樽は土ど下げ座ざして、泣き叫さけんだ。

「チェリー、オレが悪かった！　頼たのむから帰ってきてくれ！　おめえがいないとだめなんだ！　子こ供どもも二人で育てよう！　オレとおめえの子供じゃねえか！」

「おまいさん……顔を上げておくれ。一時のいさかいはあったけれど、好きで子供まで作った間あいだ柄がら。あたしはぜんぜん気にしてないよ。さ、おまいさん」

「チェリー」

　小樽はひしっとチェリーを抱きしめた。そしてそのままチェリーを押おし倒たおし……。

「チェリー、オレはもう二度とおめえを離はなさねえぜ！　さ、仲なか直なおりの印しるしでぇい！　二人目の子供を作ろうじゃねえか！」

「あ、だめ、おまいさん！」

「いいじゃねえか、さあ、さあ、チェリー！」

「だめだったらぁ！」

「え～い、めんどうだ！　ビリビリビリ……と、これでどうだ！」

「いや～ん、子供が見てるからぁ！」

「見られてたほうが燃もえるぜぇい！」

「あ～ん、だめぇ～ん！」




　てなわけで、結けつ局きよくいつものパターンに──

「だめ、だめ、おまいさぁ～ん！」

　チェリーは現実と妄想の区別がつかなくなって、勝かつ手てに一人で悶もだえている。ただ、妄想の中でも赤ちゃんをちゃんと抱いていたのはさすがに女の子、というべきか。

「がんばろう！　マスターが迎むかえに来てくれるときまで！」

　チェリーは拳こぶしを握にぎりしめて、宣せん言げんするかのように叫んだ。

　その瞬しゆん間かん、声に驚いたのか、赤ん坊はけたたましく泣き出したのだった。




　オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア！




「わわわわわわわわわわわわわ！」




　　　　７




「ったく、あいつら……まったく、もう……」

　小樽は傘張り長屋の赤ん坊のかくまわれた部屋に、あぐらをかいて座すわり込んでいた。

　しかし、不ふ思し議ぎと腹はらは立っていない。確たしかにチェリーたちが勝手にしたことは、人間とセイバーの関係からすればとんでもないことだ。けれど、そこまで彼女たちが執しゆう着ちやくしているということが、小樽に妙みような感かん動どうすら与えていた。

「あいつら……なんでここまで……」

　赤ん坊に対する彼女たちの気持ち──やはり男とは確かく実じつに違ちがう。一つだけわかることは、彼女たちはエゴでやっているわけではないということだ。

（母親……）

　このテラツーでは決して使うことのない、その言こと葉ばが小樽の頭に浮うかんでいた。




　ガラッ……




　小樽は背はい後ごで、戸とが開く音がする。

「…………!?」

　振ふり向くと、赤ん坊を抱いたライムが、すまなさそうな顔をして立っていた。

「ライム……」

「小樽……怒おこってる？」

「…………」

　小樽はライムをじっと見た。

　怖こわ々ごわと小樽のほうを向いているが、腕うではひしっと赤ん坊を抱きしめている。

（えっ……？）

　それを見たとき、小樽の心に広がったのは安らぎだ。ライムが……いや、女が赤ん坊を抱く──それがこんなにも安らいだ気持ちを男に与えるとは。




　オンギャア、オンギャア……




　不ふ意いに赤ん坊が泣き声をあげた。

「あ……おー、よしよし」

　ライムは赤ん坊を必ひつ死しにあやし始める。

「…………！」

　その光こう景けいもまた、小樽により安らぎを、そして感かん動どうを与えていた。

　あのライムが──と。

（母親……）

　もう一度小樽はその言葉を思い返していた。

　目の前の光景は、ライムの行こう為いは、まさしく母親のそれだった。女の持つ、神しん秘ぴ的てきといってもいい、不ふ思し議ぎな力──

（なんだ、この気持ち……）

　小樽は、見たこともなければ、いや、今まで存そん在ざいすらしなかったその母親というものが、恋こいしくなっていた。

（母親に抱きしめられたい……？）

　赤ん坊がうらやましくさえ思う。

　そして──

「あ、小樽、笑わらったよ。ほら、ほら、ほら！」

　いつしか赤ん坊は泣きやんでいた。

　ライムが赤ん坊を見せてくる。

　赤ん坊は笑っていた。




　ドキッ……




　小樽の胸むねが高鳴る。その笑え顔がおを見た瞬しゆん間かん、今までのもやもやした思いをすべて吹ふき飛ばす、凄すさまじいまでに気持ちが高こう揚ようしていた。

（こいつはいってえ……）

　自然と小樽の腕が伸のびた。

　ライムも理り解かいしたように赤ん坊を小樽に手渡す。

　小樽は赤ん坊を抱いた。

「あ……」

　華きや奢しやだ。

　壊こわれてしまいそうな、そんなふうにも思える。

　小樽の腕の中で赤ん坊はまだ笑っている。

「ああ……」

　愛いとしい気持ちで小樽の心はいっぱいだった。

（オレのこの気持ち……母親……いや、親……）

　今まで知らなかった、新あらたな世界を小樽はのぞいた気持ちになった。

「オレは今、猛もう烈れつに感動してるぜ！」

　思わず小樽は叫さけんでいた。

「小樽……？」

「ライム、もうオレは怒っちゃいねえよ」

「ホント！」

「ああ……赤ん坊ってヤツは……かわいいぜ！」

　そう叫んだ瞬間だ。




　オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア！




　いきなり赤ん坊が泣き出した。

「わっ、わわわ！　ど、どうすりゃいいんでぇい!?」

　突とつ然ぜんのことで、小樽はおたおたとなってしまう。

「かして」

　ライムが赤ん坊を引き取って、ふたたびあやし始めた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、よしよし……」

　ライムの腕の中で、落ち着いたのか赤ん坊は泣きやんでいく。

「なんか、赤ん坊っていいもんだな」

「小樽!?」

「なんとなく、オレも欲ほしくなっちまったぜ」

「ほんとかい、小樽！」

「えっ!?」




　バキッ、バキィィィィィィッ！




　天てん井じようを破やぶって、赤ん坊を抱いたブラッドベリーが飛び降おりてきた。

「ブ、ブラッドベリー!?」

「小樽ぅ！　だったら、あたしと作ろうぜ！　そりゃ、あたしは機き械かいさ。でもさ、ひょっとしたらあたしらが知らないだけで、ちゃんと赤ん坊を作れる機き能のうが付いてるかもしれないよ！」

「いっ!?」

「な、小樽、作ろう、作ろうよう！」

「だめです！」

　今度はルクスの声が響ひびく。




　ドガッ！　バギィィィィィィィッ！




　畳たたみを押し上げ、やはり赤ん坊を抱いたルクスが現あらわれた。

「そういうことなら、小樽様と赤ん坊を作るのは私です！　ね、小樽様！」

「ル、ルクス！」

「小樽様、さあ、私の身体からだを自由にしてくださっていいですから！　赤ちゃんを作ってぇ～～！」




　ドガァァァァァァァァァァァァァン！




　さらに壁かべを破って、赤ん坊を抱いたパンターが現れる。

「待まちやがれ、てめえら！　小樽と赤ん坊を作るのはオレだぜ！　な、小樽！　こんなやつらと赤ん坊を作るより、オレと作ったほうが楽しいぜ！」

「なに言ってんだい！　小樽と赤ん坊を作るのはあたしだって言ってるだろ！　だいたいあんたと作った赤ん坊なんて、性せい格かくが悪くなっちまうよ！」

「その言葉、そっくりそのまま返すぜ！　てめえの赤ん坊じゃ、小樽がすっげえ苦く労ろうするに決まってら！」

「あ～ん、小樽様、赤ん坊作ってぇ～～！」

「一人で悶もだえるな！」

「ボクも、ボクも！　小樽、ボクも赤ん坊欲しい！」

　ドタバタ騒さわぎの前に、小樽の顔には笑えみが浮うかんでいた。

「ははは……負けだぜ、オレの」

「小樽、すまなかったね」

　残りの赤ん坊をすべて抱いて、ティーゲルが現れた。

「ティーゲル……なんとなくわかってきたぜ。おまえさんたちがクローン工場であれほど怒おこった理由がさ」

「小樽……」

「オレ、将しよう軍ぐん様に掛かけ合あってみるよ。赤ん坊ってかわいいもんだぜ。赤ん坊はもっともっと大たい切せつに……ああ、なんて言うんだ。もっと愛あいを注そそいでやらねえとな」

「小樽！」

　全員が小樽のほうを見て叫んでいた。感動した面おも持もちで。

「おまえらのその姿すがたを見りゃ、将軍様も、あのクローン工場の連れん中ちゆうもきっとわかってくれるさ！」

　そのときだ。

　ドタドタと開け放はなたれていた戸と口ぐちから飛び込んでくる人ひと影かげが──

「小樽クゥ～ン！　聞いたよ！　ガラクタどもが誘ゆう拐かい犯はんになったんだって!?」




「人ひと聞ぎきの悪いこと言うな！」




　ドカッ！




　全員の足が出て、花はな形がたを蹴け飛とばす。

「あれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」




　ドンガラガッシャアン！　ドガァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　まともに外の壁かべに花形の身体からだはめり込んだ。

「こんなのばっかり……みじめ……ガクッ」

　まったくその通り。
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　チェリーはなおも夜のジャポネスの街まちをとぼとぼと歩いていた。

　考えてみれば、チェリーに行くあてなどどこにもないのだ。

「マスターが迎むかえに来るその日まで、がんばって一人で子こ供どもを育そだてていくわ！」

　と、宣せん言げんしたのはいいが、すぐに挫くじけかかっていた。

「どうしよう……」

　ただ、宣言してしまった以上、チェリーにも意い地じがあった。

　チェリーは腕うでの中の赤あかん坊ぼうを見る。

「帰りたいけど……帰らないわ！　ママ、がんばるからね」

　言ってからすぐ、気き恥はずかしさがこみ上げてきて、思わずキョロキョロとあたりを見回してしまった。

（ママ……）

　チェリーはもう一度、赤ん坊を見る。

「赤ちゃん、ママのこと、好き？」

　真しん剣けんな表ひよう情じようだ。

　そんなチェリーの気持ちを知るはずもないが、赤ん坊はきゃっきゃっと笑った。

「きゃー、そうなの!?　あたしのこと好きなのね！　ママと認めてくれるのね！」

　気持ちがどんどん高ぶってきて、チェリーは一人で盛もり上がっていた。

「それじゃあ、赤ちゃんの名前付けないと……え～と、あたしがママということは……当とう然ぜん、マスターがパパで……そうだ！　あなたは子こ樽たるちゃんよ！」

　小樽の子供で、子樽──なんとも安あん易いだが、付けた本人は満まん足ぞくそうだ。

「マスターとあたしの子で子樽ちゃん……まあ、なんて素す敵てきなんでしょう！　子樽ちゃん、高い、高い！」

　赤ん坊を持ち上げながら、チェリーの頭の中では赤ん坊をあやす小樽と、エプロン姿の自分の光こう景けいが浮うかんでいた。

（幸しあわせな夫ふう婦ふ生活……）

　またしても妄もう想そうモード突とつ入にゆうか!?

　だが、妄想モードに入る直ちよく前ぜん、思わぬものが邪じや魔まをした。




　ファン、ファン、ファン、ファン、ファン、ファン、ファン！




「えっ!?　パトセイバー？」

「そこのマリオネット！　クローン工場より赤ん坊を誘拐した罪つみで逮たい捕ほする！」

「ええっ!?」

「おとなしくお縄なわを頂ちよう戴だいしろ！」

「まずいわ！」

　パトセイバーはどんどん集まってくる。その数すでに二〇体。

　戦たたかえば勝てないことはないかもしれない。ただし、赤ん坊──子樽がいなければという前ぜん提ていのもとでだ。

「ここは……逃にげるが勝ち！」

　チェリーは子樽を抱いたまま、逃げ出した。

　子樽はなにが起こったのかまるで理り解かいしておらず、きゃっきゃっと笑っている。

「御ご用ようだ！　御用だ！　御用だ！」

「捕つかまるもんですか！」




　バヒュン！




　パトセイバーの十じつ手てボーガンが次々と放はなたれる。十手型の矢がチェリーのまわりに落下してきて、爆ばく発はつした。




　ドォォォォォォォォォォォォォォォン！




「ち、ちょっと!?　いきなりこれ!?」

　センサーが十手ボーガンの軌き跡せきを捉とらえ、瞬しゆん時じに着ちやく弾だん地点を割り出しているため、当たることはまずない。

　が、爆ばく煙えんに巻き込まれるのは避さけようがなかった。




　ゴホン！　ゴホ、ゴホン！……オンギャア、オンギャア……ゴホン……ゴホ……




　子樽が泣き出した。煙けむりでノドをやられ、咳せきこむ。

「子樽ちゃん！」

　どこか苦しそうな子樽の表ひよう情じようはチェリーの怒いかりゲージをぶち切らせていた。

「許ゆるせない！」

　チェリーとパトセイバーの追いかけっこはすでに繁はん華か街がいに突入している。




　バヒュン！　バヒュン！

　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォン！




　繁華街だというのに、パトセイバーは攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

　チェリーはそれを利用した。

「鬼おにさん、こちら！　こっち、こっち！」

　チェリーは古びた五階建てほどのビルの前に立ち止まった。

　そこをめがけてパトセイバーは一いつ斉せい攻撃を始める。

　しかし、チェリーのセンサーはそのすべてを捉えている。

「ほい、ほい、ほいのほい！」




　ドォォォォン！　ドゴォォォォォン！




　チェリーはその攻撃を巧たくみによけていた。情じよう報ほう処しよ理りに長たけたチェリーだからこそできる芸げい当とうだ。

　逃げようと思えば逃げられるはずなのに、チェリーはそうしようとはしない。

「ほいっ！」







[image: ]










　カチ……カチ……




　そのうちにパトセイバーのほうが十手ボーガンを切らしてしまったようだ。

「ほら、ここよ！」

「御用だ！　御用だ！　御用だ！」

　パトセイバーたちは肉にく弾だん戦せんへと移うつり、一気にチェリーに迫せまる。

　チェリーはこのときを待っていた。

「せーの……おりゃぁっ！」




　ドゴォッ！




　チェリーのキックがビルの柱を砕くだく。すでにビルはバトセイバーの十手ボーガンで支し柱ちゆうがボロボロになっていた。そこへとどめの一いち撃げき──

　すべてはチェリーの計算の賜たま物ものだ。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　ビルは倒たおれ、パトセイバーはその下した敷じきとなってしまった。

　チェリーが子樽を抱きしめて叫んだ。

「女は強つよし！　されど母はもっと強し、なのよ！」

　まったくその通りで（こればっか）。
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「チェリーのヤツ、どこに行っちまったんだ？」

　小樽は一人、街まちに出ていた。セイバーマリオネットたちは赤あかん坊ぼうの世せ話わのため留る守す番ばんだ。

　街がい頭とうオーロラビジョンの前を通りかかったとき、ちょうど映うつっていたニュース画が面めんに小樽の目は釘くぎ付づけになった。

「ありゃ、チェリーじゃねえか！」

　画面には、ビルの一いつ角かくに立てこもるチェリーの姿が映っていた。




　自分で倒したビルの中にチェリーはこもっていた。

　最初のパトセイバーたちを撃げき退たいして、さらに逃げようとしたチェリーを思わぬアクシデントが襲おそったのだ。

　それは──




　オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア、オンギャア……




「ど、どうしたの、子樽ちゃん？　え、あ……あ、オシッコ!?」

　子樽のおむつはビショビショに濡ぬれていた。

　ちょうどおむつの替かえを持っていたチェリーはその場で子樽のおむつを替えてやる。

　それが済すんだときには、パトセイバーの大軍に取り囲かこまれていたというわけだ。

「まいったわねぇ……」

　子樽さえおいていけば、逃げ切るのも可か能のうだ。しかし、〝母〟として、それは絶ぜつ対たいにできないことだった。

「子樽ちゃん、ママが絶対に守ってあげまちゅからねえ」

　チェリーはあどけない表情をしている子樽を抱きしめた。

　幸さいわい、パトセイバーたちはすぐに突入するような様よう子すではない。先ほどの第一陣じんが全ぜん滅めつしたことからある程てい度ど〝学習〟しているようだった。包ほう囲いして、突入は機きを見て、ということだろう。

　チェリーのセンサーはこのパトセイバーの動きを完全に捉とらえていた。ただ、パトセイバーにばかり気を取られていたことは否いなめない。そのため、もう一つ、接せつ近きんするものを捉えそこなっていたのだ。チェリーとしては初歩的なミスである。

　その、もう一つ接近するものとは、中ちゆう継けい用ようのヘビ型テレビカメラだった。

　瓦が礫れきの間から、ヘビが鎌かま首くびを持ち上げたような格かつ好こうで、チェリーたちを見つめているのがそれだ。

　そうして、画が像ぞうがお茶ちやの間まのテレビや街頭のオーロラビジョンにもたらされ、小樽の目にも飛び込んだというわけである。




「チェリー……！」

　小樽は食い入るように画面を見つめていた。

　中継のアナウンサーの声も響ひびいてくる。

〈ご覧らんください！　クローン工場に侵しん入にゆうし、赤ん坊を連つれ去さった誘ゆう拐かい犯はんの凶きよう悪あくな……えっと……凶悪かなぁ？　なんかかわいいというか……あ、失しつ礼れいしました。ともかく、犯人の素す顔がおを！〉

　チェリーの顔がアップになる。

　続いて、赤ん坊の顔も。

〈そして、こちらが誘拐された赤ん坊です！　なんと愛らしい……そうか、赤ん坊ってこんなにかわいらしかったのか……あ、笑った、笑った……コホン……失礼しました〉

　実じつ際さい、画面に映った赤ん坊はかわいらしかった。滅めつ多たにクローン工場に行かないジャボネス市民にしてみれば、赤ん坊をちゃんと見るのは初めての経けい験けんかもしれない。

　チェリーが赤ん坊をあやし始める。その様よう子すも中継され続けた。

〈あ、今、犯人が赤ん坊を持ち上げました。なにか赤ん坊に危き害がいを加くわえようというのでしょうか？　赤ん坊はおびえて泣き叫んで……いませんね。なんか笑ってます。喜よろこんでます。なんというか……あ……笑ってる、笑ってる！　かわいい！〉

　アナウンサーは完全に仕事を忘わすれていた。それほどチェリーと赤ん坊のツーショットは微笑ほほえましい光景だった。

「えっ……？」

　小樽は気づいた。いつしか、小樽のまわりに集まっていた野や次じ馬うまたちの顔が至し福ふくの表情に変わっていることに。

「かわいいな……おい」

「ああ。なんていうか……オレも赤ん坊が欲しくなっちまったよ」

「あの娘こもいいよな。赤ん坊とあの娘……一いつ緒しよに暮くらせたらサイコーだろなぁ……」

　酔よっぱらいも、客引きの店員も、荒あら々あらしい博ばく徒とも、テキ屋のニーチャンも、みんな画面に見とれている。

「すげえぜ……」

　小樽は感かん嘆たんしてつぶやいた。




　そんなこととは知らず、チェリーのほうでは困こまったことが起こっていた。

　またしても子樽が泣き出したのだ。赤ん坊にとって泣くのが仕事だとしたら、母親にとっては、泣きやませるのが仕事だ。

「は～い、高い、高い！　あばばばばば」

　いろいろと試ためしているが、今回はどうしても泣きやまない。どうやらお腹なかがすいたようだった。

「困ったわねえ……ミルクは持ってこなかったのよね……」

　ふと、チェリーは気づいた。先ほど長屋で赤ん坊をみんなであやしているとき、お乳ちちを吸すわせたら、とりあえずは泣きやんだことを。

「ブラッドベリーやルクスにできて、あたしにできないわけがないわ！　幸い、だれも見てないし……」

　それは大きな間ま違ちがいなのだが、チェリーは子樽を抱いたまま、ゆっくり上着の前をはだけた。

　そして──




「おおおおおおおっ！」




〈おおっ、なんということでしょう！　感動です！　感動の極きわみです！　神こう々ごうしい！　これが、これは……伝でん説せつの女だ！〉

　オーロラビジョンの前では、人々のどよめきとアナウンサーの絶ぜつ叫きようが響いていた。

　画面には子樽に乳を吸わせるチェリーの姿が映っていた。子樽は安やすらいだ表情をしている。チェリーもまた同じだ。

「チェリー……」

　小樽は感動していた。

　それはまわりの人間も同じだ。涙なみだまで流しているヤツもいる。

「オレ、明日あした、クローン工場に行って、赤ん坊を引き取ってこよう」

「オレも」

「オレもだ！」

「オレっちだって！」

　男たちの間で、強きよう烈れつな父ふ性せい愛あいが目め覚ざめつつあった。百万言費ついやされるよりも、このチェリーのワン・シーンが効きいたのだった。

「チェリー、すげえよ」

　小樽は飽あきることなく、画面を見つめ続けていた。
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「うぇぇぇぇぇ～～～～ん！　もう恥はずかしくって、外を歩けませんわ！」

　小樽とチェリー、長なが屋やへ帰る道でのことだ。

　あのあと、小樽が現げん場ばに行き、説せつ明めいをして、ようやくチェリーを救すくい出したのだ。

　テレビを見た家いえ安やす（玉たま三さぶ郎ろう）からも急きゆう使しが遣つかわされていた。それがチェリー解かい放ほうの決め手となったことも言うまでもない。それだけでなく、そこには追つい伸しんとして、テレビを見ていたクローン工場の〝うば〟たちがわざわざ城までチェリーの助じよ命めい嘆たん願がんまでしてきたことが記しるされていた。〝うば〟たちはチェリーの行こう為いに感動し、自みずからの行おこないを反はん省せいしているとのことだった。

「まあまあ、すべてはいい方向に向かっているからよかったじゃねえか。赤ん坊も無ぶ事じだったし」

　チェリーの腕うでには子樽が抱だかれている。今日一ひと晩ばんだけは特別に預あずかることを許ゆるされたのだ。ただ、明日にはクローン工場に返さなければならない。

「チェリーのおかげでクローン工場が変わるぜ！　赤ん坊たちはもっと大切にされる！　オレも今回のことでチェリーに謝あやまらなきゃ……」

「そんな、マスター……でも、でも、でも、でも！　やっぱり恥ずかしいですぅ！　それに……マスター以外の人にあたしの胸むねを見られるなんてぇ！　もうお嫁よめにいけない！」

　チェリーは真っ赤になりながら子樽を抱きしめた。

　子樽はスヤスヤと眠ねむっている。

　ようやく騒さわぐのをやめて、チェリーはその子樽の寝ね顔がおを見入った。

「チェリー……？」

「明日には返さなくちゃいけないんですね……」

「チェリー……」







[image: ]







「なんか、さみしいな……」

　チェリーが落ち込んだ表情を見せる。せつない表情──見ている小樽も胸をしめつけられたほどだった。

「チェリー、あのよぉ……ほら、いつか人間になれたら……その……赤ん坊を作りゃいいじゃねえか！　な、自分の！」

「マスター!?」

　小樽もまた、ローレライの言こと葉ばを覚おぼえていた。

　赤ん坊のことももちろんだが、そのこともチェリーにはうれしかった。

「じゃあ、マスター……そのときには、マスターがあたしに赤ん坊を作ってくださいます？」

「いいっ!?」

「約やく束そくですわ、マスター！」

「オレたちも！」

「ええっ!?」

　いつの間にか、全員のセイバーマリオネットがそろっている。赤ん坊がようやく寝ね静しずまったので、小樽とチェリーを迎むかえに来たのだ。

「小樽、オレにも子供を作ってくれな！」

「ボクも、ボクも！」

「小樽、あたしとの子供が一番かわいいよねぇ！」

「小樽様、私はその、一人でも二人でも、百人でも……」

「あたしも赤ん坊が欲しいな、小樽」

　全員の言葉に小樽はタジタジとなる。

「もう、マスターと赤ん坊を作るのはあたしです！」

「あたしさ！」

「ボク！」

「オレ！」

「私ですわ！」

「たまにはあたしも！」

　六人はいっせいに小樽を見た。

「いっ!?」




「小樽、だれと作るの？」




「か、かんべんしてくれ～～～～～」

　やっぱりオチはこうでなくっちゃ。




「小樽クン、子供はボクと……」

　出で遅おくれた花形の声はこの際さい、おいといて。
















終章　迷わぬ聖せい徒と










「彦ひこ左ざ、小お樽たるたちはどうしておる？」

　玉たま三さぶ郎ろう──徳とく川がわ家いえ安やすは広い謁えつ見けん室しつの上かみ座ざに座すわったまま言った。

　目の前にはだれもいない。

　が、次の瞬しゆん間かん、音もなく天てん井じようから人ひと影かげが降り立つ。

　梅ばい幸こう──大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんだ。

「おそれながら上うえ様さま、すべては変わりなく……」

　梅幸は玉三郎の前に平へい伏ふくして言った。

「変わりなく……か」

「御ぎよ意い」

　玉三郎は冷静な表情で梅幸を見た。

「待つのみか」

「そういうことでございます」

「……よかろう」

　玉三郎が沈ちん黙もくする。

　その表情に迷いはない。

「彦左」

　どのくらい経たっただろう。ふたたび玉三郎が口を開いた。

「すべてはローレライの望むシナリオどおりに進んでおる。わかるか？」

「わかりまする」

「我われらにできることはなにもない……これもわかるか」

「はい」

「我らは所しよ詮せん、道しるべにすぎぬのう」

「おそれながら……それが初代家安公からの定め」

「なにも不満があるわけではないのじゃ。不死に近い身体からだも手に入れた……。ただ……」

「ただ……？」

「わしに時間があっても、小樽と……このテラツーには時間がないのかもしれぬ」

「…………」

「もしものときは……」

「上様、今はお考えなさいますな」

「わしに迷いはない……。わしはただ、ローレライの決めたとおりに動くだけじゃ」

「…………」

　梅幸は玉三郎をじっと見つめた。

　玉三郎の表情には確かに〝迷い〟は見られない。

　そこにあったのは、冷たき作り物の顔だけ。

「彦左」

「はっ」

「わしとファウスト……どちらが冷たい人間だと思う？」

「…………」

　梅幸は答えなかった。

　玉三郎がわずかに微笑ほほえんだ。








《『セイバーマリオネットＪ・第七巻』完　第八巻に続く》









　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅶ





ライム「ねえ、小お樽たる、ボクと赤ちゃん作ろ！」




　　　　ＳＥ（ドンガラガッシャァァァァァァァァァァァァン！）




小樽「な、なんだ、なんだ!?　なにをいきなり言い出すんだ？」

ライム「だから、子供、子供！　今回のお話で、ボク、すっかり子供好きになっちゃったんだもん！　赤ちゃん作ろうよう！」

小樽「あんなぁ、ライム……ともかく、物語の根こん幹かんに関係するネタは危あぶないからやめてくれ」

ライム「はにゃ？」

小樽「この子供を作る作らないというのは、『セイバーマリオネットＪ』では結けつ構こう重要な問題らしい」

ライム「そうなの？」

小樽「……って、この間、作者が酔よっぱらって言ってた」

チェリー「じゃあ、信しん憑ぴよう性せい薄うすいですわ」

ブラッドベリー「まったく、まったく」

小樽「なんでだ？」

チェリー「あの作者はすぐに影えい響きようされるので有名なんです」

ブラッドベリー「そうそう。実は今回の赤ちゃんネタだって、友達の家に赤ちゃん見に行って、その日の夜に書いたものだって話だよ」

ティーゲル「台風の話もなんかニュースで台風の話題見た日に書いたっていうし」

ルクス「お祭りの話は、本当に新聞にはさまっていたチラシに『お祭り大バーゲン』とか書かれていて、それですぐやったんですって」

パンター「ったく、いいかげんだな、あの野郎は！」

小樽「ま、まあ、そのくらいにしといてやれよ。ネタ探さがしも大変だっていうし……」

チェリー「マスターがそう言うなら……」

ブラッドベリー「にしても、今回の話も盛もりだくさんだったな！」

パンター「自分が主役張ったんで、いい気になってやがんな、こいつ！」

ブラッドベリー「おう！　そのとおり！　くやしかったら主役張ってみやがれ！」

パンター「くぅぅぅ……こいつぅ！」

ルクス「そういえば、今回のお話でわかりましたわ。ティーゲルってレズだったんですね」

ティーゲル「どこ見てんだ！　最後にちゃんと違うって否定されただろ！」

ライム「ねえ、レズってなあに？　レズって？」

チェリー「ティーゲルのことよ」

ティーゲル「違うって言ってんだろ！」

ブラッドベリー「ちゃんとお約束のルクスのエッチなシーンはあったし」

ルクス「もう恥はずかしくてたまりませんわ」

チェリー「それにしちゃ、下着に気合いが入ってたわよね」

ルクス「ほほほほほ……」

ライム「チェリーだってオッパイ出してた！」

チェリー「あ、あ、あれは、不ふ可か抗こう力りよくで！」

ライム「わーい、チチ出し、チチ出し！」

チェリー「わ、私の清せい純じゆんなイメージが……」

ルクス「最初からありましたっけ？」

チェリー「おだまり！」

小樽「ま、とにもかくにもみんな今回もがんばってくれてありがとうよ！」

ライム「うん、ボク、がんばった、がんばった！」

チェリー「私もがんばりましたわ、マスター！」

ブラッドベリー「今回の七巻の花はやっぱりあたしだよねぇ、小樽ぅ！」

ティーゲル「まあ、たまにはあたしも……」

ルクス「あたしはまたお色気シーンばっかり……シクシク」

パンター「オレもちょっと女らしいところ見せられたかな。てへへ」

謎なぞの声「ええい、黙だまれ、クズ鉄ども！」




　　　　ＳＥ（カッコイイ登場の効果音）




謎の声「今回一番がんばったのはこのボクだぁぁぁぁぁぁぁっ！」

小樽「その声は!?」

謎の声「フフフ……とりあえずは横よこ町ちようの謎の男と名乗っておこう」

小樽「謎の男……じゃあ、そういうことでいいや。みんな、行こうぜ」

ライム「行こう、行こう」

チェリー「アイスクリーム食べに行きましょう」

ルクス「謎の男さん、さようなら」

謎の男「あー、ちょっと！　それはないよ、小樽クゥゥゥ～ン！」




　　　　謎の男、一人立ちつくす──




謎の男「こら、このト書きやめいっ！　ねえ、みんな、ボクのことわかるよねぇ！」






　　　　知らん、知らん。







　あとがき







『セイバーマリオネットＪ』も無ぶ事じ、第七巻をお送りすることができました。

　とりあえずテレビのほうは終わってしまいましたが、小説のほうはまだまだ続きますので、よろしくお願いします。

　それに、なんかさらなるメディアミックスも考えられているみたいで、作者としても実に楽しみであります。

　かわいい六人の娘むすめと、いかした息子むすこ、さらにイカレた息子をどうか、どうかかわいがってやってくださいまし。




　さて、前ぜん漢かん後ご漢かん……じゃなくて、前巻のあとがきでめずらしく真ま面じ目めなことを述のべたところ、実に多くのご意見をいただきました。

　似に合あわねえとかスカしてるとかいうのもありましたが（笑）、肯こう定てい意見、否ひ定てい意見ともに実に真面目に書いてくださって、感激しております。そうした反応が数多くあっただけでも、ああいった問題提てい起きをしてよかったなあと編集部とも話しておりました。

　まあ、ああいう硬かたい話ばかりだと、どうもボクらしくないので、今回はやりませんが、ただ一つだけ補ほ足そくを。

　前回、ボクが「高度なファンタジーの知識がなければ理解できない物語はだめ」と書いたところ、「そういう作品でももの凄すごく売れているものはある！」という指し摘てきを何通かもらいました。

　これに対する答えは、〝対象〟というものを考えてほしいということです。すなわち、対象年ねん齢れい、その売るべき本の対象となる趣しゆ味みの持ち主──という意味での〝対象〟です。

　極きよく端たんな話、作家が一つの世界観、もしくはその作家の持ち味というものを確立し、明らかに自分の読者がそういった高度なファンタジー知識を要求する作品を求めているときはいくらでもそういうものを書いていいのです。それが作家の売りであり、それによって作家は自みずからの地位を確保するわけですから。ただ、そういった作家になるまでが大変なのです。そこのところだけはしっかりとわかってほしいと思います。




　ところで。

　ギャグというものでまたしても深みにはまってしまいそうな事態が発生しました。

　少し前から続けている『あぶらみぶらざあず』というギャグシリーズで、いよいよミニライブとお笑いビデオに挑戦してみようかなと考えているのです。

　やはり、ギャグも詰つまるところは身体からだを使わねば！

　いよいよ（売れない）コメディアンあかほりさとる誕たん生じようか!?

　脚本家の川崎ヒロユキさんと漫まん才ざいコンビ〝ツナギーズ〟のほうで仕事を取りに行くのか!?

　バカだバカだとお思いでしょうが、まあバカなんだからしょうがありません。

　もっとも『セイバーマリオネットＪ』には影えい響きようが出ないようにしますね。




　ではでは、今回も編集の菅沼さん、表紙・挿さし絵えのことぶきさん、そして、その他の関係者の方々、ありがとうございました。

　そして、そして、読者の皆様、まことにありがとうございます。





一九九七年五月　あかほりさとる






【追つい伸しん】『セイバーマリオネットＪ』の連中は、次の巻からまた旅に出るような予感が……乞こう、ご期き待たい！




【追伸の追伸】『セイバーマリオネットＪ』のＯＶＡは順調に進行中！　なんと、ボクも第四巻のシナリオを担当することになったぞ！　大だい丈じよう夫ぶか、おい！　編集も、アニメスタッフも、ファンも、そして本人もビビっている！




【追伸の三乗】富士見ファンタジア文庫で『マスターモスキートン』の小説を書かせていただけることになりました。こちらも期待してね。締め切りは……守ろう。




【追伸の四乗】なんと、角川ミニ文庫に『セイバーマリオネットＪ』が登場！　タイトルは『セイバーマリオネットＪ　私立寺通学園激闘編』だっ！　なんとなく中身がわかるよね……。




【追伸の五乗】『セイバーマリオネットＪ』のラジオドラマも絶好調！　こっちでも学園ギャグをやるぞ！　あと、原始人ギャグもだ！




【追伸の六乗】オーストラリアに行くことになりました。
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